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第入競昭和三月十一月

〔季R ス〕

炭酸瓦斯の密度測定

工撃博士松井元太 郎

工謬士 小 万百百三 t合

石 )11 平

石 田 資

(昭和 3年 9月受理〉

緒 ー=・
日

識

七

郎

著ぢ等は炭酸瓦斯の密度測定を行ひ測定誤差の原因に就て研究せり。 l~1て其結果を此鹿に報告せ

んとす3 指度視IJ定は主として Findlay，Fractical Phリ'sicalChemisり (1926)，40-42により更に二、

三の書会参考 して行ひたるものじて詳細は同書に明かなるも本隊丈の目J'J(Jにf必要なる装置及操作の

翌li!}jぞ次に記さん。

(1) 賓験装置

炭酸瓦斯の源としては炭酸瓦斯Zドンプぞ使用せり。 Zドンプより出づる 1'l新は先づ濃硫峨を充せる

3個の洗気嘩を潜り更に 2個の盟化カ Jレシウム慢を通り最後に硝子位と五酸化燐とを混合充填せる

硝子管を経て密度目IJ定のfi'~ì子パJレプに入る仕掛とせり。而して後者を 250C の恒温槽内に設置せり 3

4猫茨酸瓦新には空気の混合せざらしめんが震に測定の初めl二於て扶酸瓦mの若干ぞ捨て然る後バノレ

プi二入らしめfこり。

猶本宮職に使用せし寒暖計は標準寒暖計と比較補正せり 。因に標準寒暖計は Fuessstandard lher-

'tnometer (P. T. R. 114661 100C毎に保護あり〉ぞ OOCの氷水中に挿入して更に温度の補正をな し

たるものなり。

(2) 賓験操作

パルプの秤量 充分の注意を以て洗樵乾燥せる毛細管と活栓の附属せる直僅 6cnlの硝子製密度

測定パルプを 250Cの恒温水槽内に設置し 20分間放置してパルプの湛度を恒温槽の温度i二等しから



2 炭百量 x新の 密度測定

しめfニる後活栓ぞ閉ぢτ恒温槽より取出し球i二附着せる水ぞ 善 く拭ひて秤量せり。次にパノレプをセ

ンコポンプに連結して後者に附属せる水銀座計の水銀桂の高さが相等しくなろまでパルプ内の空気

そ排除して秤量せり。

水入りパルプの秤量 空策を排除せるパルプの毛細管をば蒸溜水中に挿入しτ徐々に活栓そ聞き

τ水をパルプに充たせり。此時パルプ内に空気泡の全く存せざらしむるi主意を必要とす。 ミ九:¥二此バ

Jレプを 25
0Cの恒温槽中l二沈め20分を経て活栓を閉ぢ活栓外の毛細管に残れる71<.を撚紙に吸はせて

完全l二取去り更に活栓を開きて恒温槽より取出しパノレプの周固に附着せる水を拭ひて秤量ぜりコ

炭酸瓦新入りパルプの秤量 最後にパルプ内の J)<ぞ除きfこる後酒精次でエーテ Jレにて洗i牒して水

分を去り更に之在蒸策乾燥画中にて加熱して其等ぞ完全に 気散せ しめ冷却するを待ってセ ンコポン

プじて空気を可及的完全に除きて活栓密閉ぢパルプケ恒温情内に移し乾燥炭酸瓦斯を外気の盤以上

じて充Tこす。20分を経過せる後瞬時活栓そ聞きてパルプ内の炭酸瓦斯の気匪を大気匪t二等しからし

めたる後恒温槽より取出し外部を善く拭ひτ秤量し且大気歴をバロメーターにて讃む。

(3) 測定結果

上記操作じよりて得られずこる測定結果を示せば弐の如し。

第 表

笈験喬械 柑子パルプの重量 (g) il空パルプの霊長 (g)

1 :H.8111 31.7040 

2 31.8163 31.7046 

3 31.81:37 31.707l 

4 31.70Z5 

平 均 31.8137 31.7048 

*入 Pパルプの重量 (g)

]36.1096 

136.1102 

136.1082 

136.1093 

之i二国て 250C ~二於りるパルプ内の*'の重量は 136.1093-31.8137 =104.2956gなるを'知る。また

250Cに於ける水の比重はランドルト表によるに 0.997071 (Thiesen. Schee1 u. Diesselhorst) なる

や以τ同温度l二於けるパルプの容積は弐の如し。

104.2956 v=一一一一一一一=104.60198cc
0.997071 

三知二炭酸瓦斯を充せる時のバルプの重量並i二扶酸瓦斯の重量計算値次の如し。

第 表

笈験喬務 測定時の大気堅 段直主主主新入パルプの重量 iIl空パルプの重量
くmm) (g) (g) 

768.5 31.8932 31.7048 

2 768.5 31.8935 31.7048 

3 768.5 31.8922 31.7043 

4 7!i5.1 31.8919 31.7048 

炭酪瓦斯の重量
(g) 

0.]884 

0.1887 

0.1874 

0.1871 

質験 1¥二就て言へば 250C¥二於て炭酸瓦斯の 0.1884gが y容積(自11ち104.60198cc)そ占め τ68.1)

mmの歴を有せしなり。因て之をOOC及 1気歴に援すちるならば容積は次の如〈ならずとべから歩。
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Vo 
104.60] 98 X 273.1 X768.o 

760X298.1 

同様l二計算する時は次の結果を得。

第 一 表

質検番波 CO2の重量(g) 歴(mm)

1 0.1884 768・5

2 0.1887 768.5 

3 0.1874 768.5 

4 0.1871 765.1 

但し表中の密度はさたの式にて計算せり。

d=-ZーX]OOO
VO 

96.9001615 

Vo (cc) 

96.900165 

96.900165 

96.900165 

96.471459 

密度(g/1000cc)

1.9!43 

1.9476 

1.9339 

1.9396 

3 

式中の W は炭酸瓦!lirの重量を示す。同温度にて他の測定者の得fこる{直をランドJレトの去に求むる

l二次の4n/..，~ 

1.9651 Rayleigh， P叩 c.Roy. Soe.， 1897， 62， 20'4 

1.9651 Lt:duc， A仰 . chim.p砂's.，1898， 126， 413 

1.9768 Guye und Pintza， Mem. de Gmeve， 1908， 3:>， 569 

之等に比較する時は本賓験結果じ少くも 1%はIJ、にi危ぐるが如し。

(4) 質験結果に誤差を生子る原因に就ての考察

既i!sの如く宿度f})計算は次の式に操れり。

760X298.1XO.997071X W 
d=ー x1000

273.1XTX WH2D ハ

但 /..，tは需立測定の際の外気の歴、 Wmoは 25
0
Cに於けるパルプ内の*の重量 Wは炭酸瓦斯の

重量なり。

( 1. )結果を過小ならしむる原因 密度の測定値を過小ならしむる原因として上式より嘗然考へ得

らる Lは wの{直なり。パルプ内の空気の排除不完全なる時は首然げの値をして炭酸瓦斯の持つぺ

き賓際の値よりも小ならしむg パルプ内の空気を悉〈騒謹して完全なる真空となすことは煩る困韓

なるを以て炭酸瓦斯は微量の空気を件ひ勢ひげの値をして過小ならしむる囚をなせり。

まfニ炭酸瓦斯の精製装置なる洗気培、盟化カルシウム並に五酸化燐を夫々充せる嘩中には最初空

気が存するもの故之等ぞ完全i二炭酸瓦斯により て置換せる後に於て初て純粋なる炭酸瓦斯をパルプ

ヒ充fニし得るものにして置換の度の不充分なることは富雄上屡々あり得ぺき事柄なり。

( 2 )結果を過大ならしむる原因 (1)式に於ける 298.1'Kなる温度は恒温情の温度にして其のノf

ルプ内の温度なら歩。此貰職イ並行ひし頃の宝温は常に多少の程!聖に於て 25'C以下なりき、従てバ

ルプ内の温度は 298.10 K よりも僅にf[~恐れなきに非歩。果して然らば是れは測定結果を過大なら

しむる一囚に外なら歩。

次には(1)式必離れて少しく考察する鹿あらん〉恒温f曹の温度が 250Cなるもパルプ内の温度はそ
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れよりもか度1:り低き揚合宿度iこ如何らる結果を興ふるやに就て考ふること Lせん。

O"q二於ける7](の容積u。と任意の温度に於りゐ容積 U との間には 00_300C聞に於て Hallstrom氏

め次式が成立す(J.W. Mellor， Higher jJ佐川町ノlaticsfor Students ofαem似てyalld Physics (1926) 166)。

v=v 0 (1-0.000057577 () + 0.0000075601 {)2 -0.00000003509 ()~) 

然るにランドルトの表ぞ見るに OOCに於りる*の比容は1.000132ccなるを以て任意の温度l二於け

る比容は次の如くなる。

v=1.000132く1-0.000057577() +0.0000075601 ()CQ.OOOOq0003509 ()勺

式ぞ簡草ならしむべく 1.000132=a，0.000057577 =b， 0，0000075601=c， 0.00000003509=eと置く。

さて比重は比容の逆数な るぞ以て O~ 及 30 0C の間に於ける比重rJ)一般式は次の如し。

S 1 1  
=-v-= a(1-荷主c{}2-e{)') 

続て温度が(25-dt)OCなる時の比重は失の如し。

1 
hら-u-a{1-b(25-dt)+c(25工dt)2-瓦肩ζ dt)3j

然るに前述の如く 250Cに於ける比重は 0.997071なるを以工 250Cの密度 dと貰出1)密度グとの

閉じは失の関係が成立す。但し賞測密度は (25-dt)OCの密度なり。

d 0.997071 X 298.1 +a{1-b(25 -dt) +c(25 -dの2_ e(25 -dt)3} 
d'298.1-dt 

I 0.997071X298.1Xι{1-o(25-d今+c(25-dt)27 e(25 -dt)つ
d=d 

298.1-dt 

郎ち 250
C の鼻の密度は賓測諮度に右側の分主主を乗じて初て得らる。

三欠には ðt が炭階瓦j折の重量にE~ふる影響に就て考察せλ 。硝子の直線的膨脹係数は11'週 Q.000007

-0.000009なるを以て其中間信取り 0.000008と椴定せば立鵠的膨脹係訟は 0.000008X3キ0.0000お

となる。今炭酸瓦斯の Wgが (25ーか)OC¥:於て Vccの容積を占むる ものとゼば 250Cに於ては同

じ毘に於て次の容積を占むべきなり。

九 =V(1+!.ι1"'-. ¥ ~ ， 273 I 

(25ーか)OCに於てパルプの内溶・が Vccなりとせば 250Ctこ於ては其内容 (V'ぉ)はそ欠め如し。

V'25=(1 +0.000025dt) V 

叉(25-dt)OCに於ける炭酸瓦斯の比重は W;vにして 250Cに於ける夫れは

W 

V( 1 + ~!_ ¥ ¥ ~ . 273 J 

となる。次に 250Cに於けるパルプ内の瓦斯の重量 rV25は

lれ 5 y
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じして夏じ之を簡軍にすれば次の如し。

(1 + 0.000025dの
陥 =w万 +0.而誌回a;)= W (1 + 0.000025dt) Xマ ーァマ…

= W(1 +0.000025 (3t) {1-0.003663 (3!十(0.003663(3/)2ー (0.003663(3t)3 +……} 

キ U叱1-0.003663 (3t+0.000025 (3t) 

W笥 =W(1-0.003638 (3t) (3) 

5 

因て測定値 W~二 (1-0.0036038 (3りを乗じて初て 25
0 q二於りる炭酸瓦斯の鼻の重量を求め得べしσ

最後にかが水の重量に如何の関係あるかに就きて考へんとす。今 F予TH20.:aば (25-(3.の。C に於

りるパルプ内の水の重量とせば其時の7J<の比重は前述の如く三穴式にて表はさるべし。

ら」f=G{1-b(25-SJ)+C(2:-wー瓦25-(3t内

叉 250Cの比重は

SK-1  
5ー α(1-b‘..nt:' .、 i I' O~'<) ‘ i l' O t:: 、 q ‘

きたに (25-(3の。C の時のパルプの内容 Vは

v=老会=Ws20刈 -b(25-(3t)叩 -(3t)2-e(25 -(3t)う

号え'に 250Cに於ては

Yぉ=WH20 X a{1-b(25 -(3t)+c(25-(3t)2_e(25-(3t)3} (1 +0.000025 (3の

故に 25
0
C に於けるパルプ内の水の重量は

WH20.2 = V25 X 0.997071 

= WH20 xa{1-b(25-(3今村(25-(3/)2 -e(25 -(3t)3} (1 + 0.000025初 xO.997071……(4)

之に因て 25
0Cに於け る炭酸瓦斯の異の密度を得んが毘には貰測せる密度をば

a{1-b(25 -(3t) +c(25 --(3t)2 -e(25 -(31ア)(1+O.000025dt) XO.997071にて除する必要す。

I 1 ¥ 
蓋 し宮度は d=f(weightof w蜘)なるを以てなり。

之に由て考ふるにパルプ内の温度が (25-(3t)OCなる時は上記(3)式及(4)式の補正をなさ Vるべか

ら令。卸ち次の如し。

1-0.003638(3t 
d=d1 

a{1-b(25 -(3t) +c(25 _(3/)2-e(25-δt)3} (1 + 0.000025(3/) x 0.997011 (5) 

以上を締括して考ふれば 25
0
C よりも (3tt:けパルプ内の温度低ければさたの補正を必要とすべし。

件) d=グ 099m×2981×41-13J?y(25-st)~(25-Qt)3}

(1:-0.003638(3t) 
(B) d=d1 

a{l-b(25-(3t) +c(25 -(3t)2-e(25 -(3t)3} 1 +0.000025dt) XO.997071 

従て d=d'--，J?円!二円!?!?:}町、

l二時著す。

(2) 

(5) 

(6) 



。 溶液の薬草島堅降下~利用dる藤糖分子量の測定

今 /}t =1 g と置く時は d=グXO.99979

ぷ =0.50
と置く時は d=グXO.99985

.(Jt =0.20 と置く'時ば d=グXO.99994

之を以て観れば恒温槽の温度とパルプ内部との温度差が 1
0
<:;ありとしてもグキ2なるを以て少

数匙以下4桁目に於て 4の差を生歩るのみ。温度差が PC以下の時は更に小なり。郎ちパルプ内の

温度が恒温槽の温度に建せざることありとするも Jt影響は甚だ軽微にして問題とするに足らす。従

て叉直湿糟の正確度6傍り般密なるを要せざるなり。

以上の加予考察を経たる必然の結果として本質験結果の小に遜4ぐ司るの因はバルプ内の温度が恒温

槽の温度に一致せざる震なら今しで恐らくパルプ内の空気の排除不完全なりし;か或はバJレプ丙に充

たせし茨酸瓦斯i二多少の空気が混入せしに因るならん。

綿括

(1)デュ7 法に擦りて炭酸瓦斯の密涯を測定せり。

(2)測定結果は凡そ 1%小に過ぎたり。

(3)測定の諜差に就て考察せり。特にバルプ内の週I更が恒温槽の温度じ蓮ぜぎり し場合に就て如何

なる結果を粛すべきやに耕;r考慮iせり。

(4)誤差に輿ふる温度の影響は極て小なり。而して上記の誤差はバルプの其空が不完全なりしか或

は決酸瓦斯の不純なりしに因ることを明にせり。(早稲田大撃理工接部膳用化号普賢験室に於て)

溶液の蒸気昼降下を利用せる藤糖分子量の測定

工事博士松井元太郎

工皐 f 小 栗 捨 議

清 71< 茂 朗

紋 谷 五

く昭和 3年 9月受理〉

緒 首t

不揮護性物質が溶媒に溶解する時は溶液の蒸気匪は純溶媒の夫れに比し幾分か低し。市して其量

は溶媒と溶質との比較的の量に閥係ずるものなり。今t';を或一定温度に於ける溶媒の蒸気匪と しP

が溶液の夫れなりとし突にg及 Gが溶質及溶媒の g数としll.11f及-Mが溶質及溶媒の分子量なる時

はラタルの定律じよりて次式が成立すべし。

g 

三:三芝一一一一竺一一
t' ~ ~ _ ， (i 

m. λf 

、、，，ノ

官
且，，.‘

、

乾燥せる空気流を初め溶液に共に溶媒に遁歩る時は溶液よりは夫れの蒸気座に相官すβ量の溶媒
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を吸牧し夏に溶接よりは溶液の蒸気歴と溶媒の蒸気監の差 に相醤す石量の溶媒ぞ吸牧すべし。国て

空気伝遁歩る前後に於て溶波及溶媒を充たしたる容器を秤量ゼば葉等が空気に奪tまれたる量を知り

得べし。此鹿に於τ次の式の成立するこ kそ知る。

(1)及。)の式より次の式を得。

溶液の重量減 t 

溶媒の重量減 -t'-t 

溶媒の重量減 _.rdm 
溶液の重量減 G/M 

- g 溶液の重量減
故に m 一一~M

G 溶媒の重量減

(2) 

(3) 

之によりて溶液及溶媒の重量減を測定し得ば溶質の分子量を決定し得ペし。此理論を膝用せる分

子量測定法に就ては Spencer，An Eザerimentalζourse0/ Physical Chemisめら I(1921)，99に簡輩な

る記載あれども詳細なる記録なし。只営賓験室に於て昭和二年春秋山桂一、赤堀府一雨氏(早稲田康

用化事舎報第七税38頁)が之によりて藤橋分子量の測定を行ひたるものあれども測定困難にして満

足すべき結果を得るじ至らぎりき。弦に於て著者等は更に厳密なる測定を目的とし装置に改良を加

へて此賓験を繰返へし失敗に失敗を重ねたb後半じて梢‘成功の域に建するそ得にり。因て其結果

ぞき欠に報告せんとす。

(1) 質験装置

溶液及71<より一定温度t二於ける飽和蒸気ぞ吸牧すべき乾燥空気役得んが震には 3種の乾燥装置そ

8 

第 一 国 併用せり。第一は濃硫酸を

充たしたる 5個の洗気留に

して第二は 1個のU字管に

瞳化カルシクム(カールバ

クム製)を充填せるもの第

三は 3個のU字管に五酸化

燐と硝子梼末の混合物ぞ充

fこせるものなり。之等を此

記載の順序に連結して完全

に水分を傘取する ことに努

めたり。康情溶液及水は夫

ノ争 3個都合6個のリーピヒ

民球に充たし溶液、71<の順

序に連結じて之に乾燥空気

密通ぜり。新〈して得らる

る水蒸気を飽和せる空気は



8 溶液の蒸気堅降下た利用ぜる耳草分子量の測定

最後に 2個の型化カ Jレシクム U字管に導き水分ぞ除去せり。而して全瞳の遇策は最後の型化カルシ

グム U字管に水流ポンプを連結して行へり。

測定中は岡より恒温を維持せしむる必要あるを以て 6岡のリーピヒ氏球は恒温水槽中に設備せり。

猫叉リーピヒ氏球iこ遺る空気も同じ恒温を有すべ守必要あるを以て五酸化燐のU字管と最初のリー

ピヒ氏球の聞に硝子製蛇管を連結し後者金恒温水槽内に沈めて恒温化に努めたり。次に恒温槽は銅

板にt裏うもせる木槽にしτ恒温維持は温度調節器を有する電熱装置にて行へり。

溶液及水の重量減は 6個のリーピヒ氏球ぞ賓臓の前後i二秤量して知るものなるが水槽中に沈めた

るリーピヒ氏球は能ふ限り普 く拭ひて秤量す と離も球の外壁に附着せる協気令完全 l二取去ること困

難にして結果の正確そ期し難きを護見せしを以て建に恒温水槽を慶し木裂の空気恒温画を使用し水

流ポンプを除ける全装置を此中に牧めて宮験を行ひ好結果を得fこり。

空気恒温画は 60X80X60cmの大さにして正面は観音聞きとなり左布の扉には夫々 12x24cmrJ) 

硝子窓ぞ有すo此硝子窓を!徐き画の内側は棉て厚さ 3cmのコルク板を以て張れり。更に扉の間際を

51.:じ易き部分には羅紗を張り能ふ限り気密に保たしめたり。猶画内の加温には電球佐用ひ空気の慌

持は 2個のファンモートルを置き交互に之を働かしめて行ひたり。リレー及温度調節器も棉て恒温

画内に牧容せり(第一回参照〉。なほ恒温画は賓験温度30ラc¥二於て土 0.05
0
Cの正確度を保ちたり。

更に第一回を説明せば Aは濃硫酸を充しfこる 5個の洗気培、 BIま盟化カ Jレシクム管、 Cは3個

の五酸化燐管、 D及Eは夫々 3個の諜糖溶液及水を充すこせるリーピヒ氏球、 Fは2個の鞭化カルシ

クム管fi.りG及 H は空気慣持のファン1;ート Jレ、 KIま熱用電球、 Lはリレ一、 MIまト Jレ才一Jレ水銀

温度調節器なり。

(2) 貫験操作

試料の薦糖は牽漕糖株式曾壮語111戸工揚製のグラニュ糖にして蛍敬室武富助教技より分興せられし

ものにして同助教授の分析結果によれば 99.9%の純度を有し還元性を有せす。三党に本質験に使用せ

し水は蒸縮水ぞ更に再蒸館せるものなり。

最初は 499，3450gの精製水iこ藤橋8.4189g を溶かして溶液を造り其ー小部をリーピと民球に加へ

て秤量せる後恒温水槽中に吊し更に上の如く精製せる水をリーピヒ氏球 i二加へて同様に設置し 2時

間空気を通じたり。遁気終はればリーピヒ氏球令各別に取外して其扇端に直に硝子栓ぞ施して秤量

せり。猫溶液及水の重量減と針照的に最後より二ツ目の盟化カルシクムU字管の重量増加を秤量し

て参考に供しfこり。

然るにリーピヒ氏球の或物は減量を示さ歩して却て増量を示せり。 遁気時間短き時は溶液の減

量少きが放に質融誤差比較的大となり良好なる結果の得難きぞ知れり。更に又空気をしてリーピヒ

氏球の液内ぞ気泡として漕らす時は溶液又は溶媒の蒸震に基かぎる損失を伶ひ測定結果の正確を朋

L醸し。弦に於て遁気時閉そ延長すると共にリーピヒ氏球内の液の容積を成るべく小ならしめ空気

は波面を静i二流れしむるやうに改めたり。また一方に於て藤憤溶液の過度小なる時はt'-tの値小

となり71<入リーピヒ氏球の重量減僅少にして富職諜差の影響比較的大となり良結果を得難きを明に
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したれば揃安藤糖溶液の濃度を大ならしめたり。

以上の 3黙l二就きて操作ぞ漸次改良する E共i二既速のrAIllによりて恒温水t曹を底し空気恒温曲を

採用せり。更に其後の賓験に於τ恒温曲の温度ぞより普く一定ならしむべく 空気との按鮪面及び形

の大なる温度調節器(第一回参照〉ぞ悶ひたり。斯くして正確度を増すこと を得 9悶の失敗を重ねた

る後者PO岡目の官職に於て初て薦憶の測定分子量は理論分子量に接近せしむるを得た り。

(3) 測定結果

前後 11同の富験を繰返へせし車両ij速の如く抜置の完成並に最適傑件を知る迄に 9同の犠牲を捌へ

り第 11同貰駿の結果は第 10聞に比し少し く劣るも後者と共に併せて次に示さん。

第一表 第 一 O 同質験 結果

使用ぜる疎糖溶液の濃度勝;糠 7.14l4g* 30お 95g; 

遇策時間 17時間; 温度 300C.

P ーピヒ氏球雷~jt 笈験前後に於げるリーピヒ氏球の重量(g) 重量減(g)

貧 験 的 軍E験後

21.9382 20.7910 

21.8582 21.8038 

28.7129 28.7068 

24.0427 24.0313 

25.8572 25.8556 

28.5286 28.5268 

強化カルシウム U管 33.8410 34.9761 1.1351 (増加〉

第二表 第一一間賞験結果

使用ぜ1.>液糖溶液の濃度務純 7.7096g* 2i5.0000g; 

惑気時間 16時間 i 淑度 300C

日ーピヒ氏球香娩 貫教前後に於げるリービヒ氏玉虫重量(g) 重量損失(g】

貧験 llii 笈験後

管U
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第 10聞の質験結果を用ひ(3)式じよりて麗糖分子量を計算せば次の如し。

7.1414 1.2077 
'z=ーー一一一一x18.016 x一一一一一=339.99230.8895 ハ 0.0148

叉第 11問賓轍結果を用ふれば次の如し。

7.7096 3.86 
z=-=一一一 x18.016Xー一一一一=335.08725.0000 /，.~.~.~" 0.064 

之等の測定値より誤差計算をなして次l二示す。
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貫験番盟主

10 

11 

理論分子量

342.176 

342.176 

活性窒素 lこ闘して

第三表誤差計算

測定分子量

339.992 

335.087 

誤差

1.184 

7.089 

〈談差/理論値)Xl00

0.346 ~G 

2.072 % 

之に由て観れば第 10同の賞験に於ては僅に 0.346%の混差が存するに過ぎぎれども第 11問責

験に於ては約2%の諜差を見る@新る誤差の因て起る原因を考ふるに第一は空気流の速宣が不適嘗

なると第二は使用装置就中天秤のB荏度が充分ならざる鵡なるべし。気相液1・/:1聞の平衡は瞬間的に

成立せざるべく空気流の速度が大なる時は溶液面の気相は卒衡に建せざるに先ちて溶媒の液面に逸

らる‘こと Lなる。然る時は其空気の蒸気歴と溶媒の蒸気匪との差比較的大なる需に容易 i二溶媒の

蒸護ぞ誘致することおなり (3)式の右側の最左端の分数の分子は分母に比較して割合に小と なる傾向

ある在以て結局に於て m のi直が小ならんとすべし。本貰職測定値より計算せる分子量の!直が常に理

論分子量より小なるの主因は恐ら・く此掲に存するものなるべし。

(生)要 旨

(1)溶液の蒸気歴降下じ基く藤糖分子量is1J定法の理論に就て述べfこり。

(2)藤橋溶波及水を恒温槽内に連結して之i二乾燥せる空気流伝通じ藤憤溶液及水の重量減を測定せ

る装置及操作を記述せり。

(3)恒温水槽よりも恒温空気画の方渇に良好なる結果を得しニと及賓験操作に於て注意すべき諸Ilj

l二就て遮べたり。

(4)測定値より薦糖分子量の計算を行ひ之を理論{直に比較し諜差計算ぞ行ひ其諜差の因て来る原因

l二就T漣ぺTこり。(早稲田大号整理工著書部感用化製貰験室に於て〉

活性窒素に lihlして

工謬土高木 外 次

〈昭和 3年 9月受理〕

第一章緒 主主
1=1 

純粋なる窒素の低匪気中に火花|間際を有する高!堅蓄電器放電 (High tension condensed discharge 

with spark gap) を属す時は直ちに放電極後に黄色光を放ち此黄色光は放電終止後も猫官時櫨脅する

(Afterglow (後光〕といふ)。此の現象は 1900q:.に E.P.Lewisが護見して (Ann.a. Phys. Chem.， 2 

459 (1900))其の帯スペクト Jレに釣 しては Hg-，Na-， H2- 及び太陽スペクトル等と比較して赤色部に

624，黄色部に 578，574，締色部に541ilYを得fこ。却も特有スペクトルは 578，574仰である。其の

後 1911年に、 R・J.Strutt は此の愛・異窒素は多くの元素、化合物と容易に反感し得る事を護見し之に

活性窒素 (Activenitrogen)と命名しに(R.J.Strutt-now， Lord Rayleigh，乃百c.Rりん Soc.，85， A 219)。

例へば酸化窒素に針しては

2NO + N = N02 + N~ 
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なる鐙ftを奥へ、金属は窒{ヒ物を生じ其際金扇特有の線スぺクト」レを放射する。例へばナトリウム

のE及 D 線の出現である。之は結合する時の刺戟エネルギーの盤化である。 Hg とは爆設的化合物

-1?作る。又黄燐とは燃4鹿作用を震し赤燐に盤る。有機化合物に於てはパラフィン類はシアン化水素を

生じーCNの帯スペクト Jレは薄紫色に輝く。アセチレン及其の誘導睡も同様である。ベンゼンはニト

リルをと1:じ、インヂゴの濃硫酸で稀揮されたるものは徐々に漂白される。

活性窒素の原料窒素の純度も、長らく問題であったが現今は極少量の酸素・流化水輩・メタン等の

不純物を含有する事が必要であるといふ一致論を得てゐる。例へば硫化水素の如きは 0.04%を含む

が最適首抗憩であるといふ(K.F. Bonhoe偽r& G. Kaminsky， Elektrochemた 1926，ドov・)

其の帯スペクト }l-はR.J. Struttによって α，s，及 rの三群に分けられた。 α群は波長 6252，5804 

及 5407に最明部を有する帯で窒素の所謂第一正帯スペクトル (1stpositive band叩 ectre)(c. Cuth-

bertso刊 Phil.Mag. 1902， Jan.-June; COlllttt!s Rendus， 134 747)と[t.iーのものである。戸群は紫及紫

外部に於て 4312-2503~二展開せる 11 個の一斉ú帯で複頑 (Double head)帯である。此の外に同様の

構造を有し光強度の小なる一群も是に属する。 r群lま窒素の第三正格 (Deslandres) と一致する所の

複々頭帯 (Dollble・cloubleheaclecl bancl)で 3009-2155に展開するものである。同及 riま窒素に酸素

が微量存在する時刺戟手れるものである。此の外:二、刺戟放電楼には Struttの所謂第四正群と呼ばれ

るー列がある。此IJ.紫外部に於ける 7個の一新帯で其の第 1頭の娠動振数を皐ぐれば 34427，35988， 

37576， 39192， 40838， 425]5及 44219で (Ames，Phil. Ma.g:， 1890， (5コ30 48)後光をーとする放電

スぺクト Jレに特有のものであって普通窒素の正及員帯中iこは護見きれないものである (A. Fowler & 

R. J. Strutt， Proc. Ro)ん Soc.，85 377) 

活性化の濃度は燐の試験に依って約合なりと 言はれる。

気瞳が標準』九態に返る閉じ放出する輝光(E= h v)はイオンの除去によっては影響されなし‘。故

i二荷電韓で無い事は明かである。

然らば活性窒素の Natureは何か? 或は (1)準安定分子説 (Metastablemolecules) (Saha & Sur， 

Phil. Mag.， 1924， 48 821; E. J. B. Willey，メ Chem.Soc.， 1926， July 1804， etc・〉或は (2)'1'性非刺戟

原子抗態説 (Unexcitedueutral atoms) (H. Sponner， Zeits.メ Phys.，1925， 34 622; Bonhoeffer， Elek. 

C渇em.1926， Nov.; R. C. Johnson，λTatur， 1927， Jan.， 9; E. Ruarck， P. D. Foote， P. L. Chenault & P. 

Ruclnick，メ ott.Soc. Am. Rev.， 1927， 14，1) を以て説明 してゐる。其の大部分は物理的研完で・あ

る、然し大腫は{表者に賛せられてゐる卸ち中性非刺般紙態なる窒素原子が他の原子に衡突して光が

夏iこ第三の原子i二衡突し (Thirdtype collision)此時所有するエネルギーそ α-bancl として放出する

のが後光であるといふ。

其のエ Jレネギ一階位に就ても議論が匝々である。R.J. Str凶， E. J. B. Willey等は 2ボルトと去

ひ、 H.Sponner， R. T. Birge は 11.4~ドルト、 Saha & Sぽは 8.2-8.5 >J'}レト、 Foote& Ruarck等

は10>J'}レト以上(? )なりといふ。 E・J.B. Wi11ey I主化接的に NO¥二作用せしめその熟化事的計算

より換算して 2ボルトと云ひ、他は皆刺轍泉スペクト Jレより計算して上速の値を出して居る。最近
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Foote及 Ruarck等は水銀原子を刺戟して Diffusedseries 2sp-6sDの 63D なる Triがetを頴し得る刺

戟電座が 10.0$)レトである動よりして、活性窒素に原子脱態{毘設を採用し窒素の曾合熱を少〈も

10.0$Jレトであると言ってゐる。

新の如く活性窒素の Energylevel隠って Natureが未定である。之を更に遁及するには是非残さ

れたる化墜的研究が必要であらう。著者は其の一部在覗く矯め一二の賓験i二着手した、其大略を次

に参考迄に漣ぺょう。

第二章 活性窒素の生成法

第 一 節 純 粋 窒 素の製造

活性警素生成用窒素は純梓でなければならぬ。酸素のす%川の存在は後光を破壊する。然し絶

針純粋ならば後光ぞ生ぜ?。其の最適t条件は正に 0.23%である。故に空気より燐令以て酸素を除去

せるもの又は歴縮窒素園筒を用ふるも其精製宜き栓得れば充分使用 i二堪へる。然し著者はfib-E不純

物は装置中に期せ-t'して存する痕跡を以て足れりと鵠し、可及的純粋なる窒素を費生せしめる目的そ

以て亜硝酸曹達及硫酸アムモニアぞ以て活性化用窒素を製造した、其の援置は第一国の通りである。

第 一 固 aに於て 3立フラスコ内じ

2ポンド粉Aミ亜硝酸曹達飽HI

溶液を温水i二て加熱し、上部

より硫酸アムモニア飽和波を

滴下して窒素ぞ費生せしめ

る。勿論此鹿に先立ち全装置

l何ぞ~:Il常 lこ稀薄にして置く。

此の瓦斯の精~~法は硫酸第一

錨濃厚溶液 (2:1)を以て毘酸

化窒素及び酸化窒素令硫酸第

一銭の桂盟形として除去し(園 b入手;にに C 於て焦 'I~ 浸食子酸の加里溶液を似て媛余の空気中の酸

素及び微量の分解酸素を捕獲する。夏に此鹿で残される虞ある酸化窒素は、酸化して硝般に代ふる

目的で・クロム酸加里硫酸i昆液を通し (d)、次いで曹建石灰で炭酸瓦斯を吸牧せしめる(e)。此鹿で

瓦斯は相首純粋でd，るが連続使m窒素の製造i二於ては流蓮可なり大なる放に i先株不足印も純粋度の

低き菱がある。放に固の如く精製装置を併稽せしめfニ。上の瓦斯を燐の細片を挿入せる容器を有する

ガス溜 (10立容〉中に入れて一夜li文置する時、其聞に含有酸素は捕獲せられる(此のガス溜4個併flD。

次に同i蓮如く硫喰31一域、 守性浸食子隈tk以てi先機しれ、て乾燥竺置に入〈。郎ら h(径 3cI11長

さ50cl11)に瞳化カルシウム、 i(同上ノ寸法)¥二五酸化燐を充填しである。此底で完全に水分を除く

(7J<分は後光の破壊作用著しいか:)。此れを更に約 800
0
Cに熱せられたる還元銅(j)の lをiln過せ

しめて目的の窒素とする 3

第二節 活性化
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活性化は火花又は無聾放電の何れでも達せられるが著者は使用窒素の高座なる事及装置の簡輩と

いふこ匙よりして、前者~撰ん?三。装置はさたの第二国の通り。

第 二 国

劫 :Ch
此按置中へ瓦斯を導入するに

先って全装置を可及的暴空に

なす必要がある(勿論全部fii'i

子繋である)。其度は置力約

1 mm以下じする。(放電光一

薄桃色)。純梓瓦斯は止栓T2¥二

よって九のi消子球管を経て

順次回の如ぐセンコホ・ンプで

排出せられる。 Ksを出fこ瓦斯

は、 座 })の急霊会防ぐべく一種の抵抗として m]及 n12なる毛利11管コ -i)レを:'!3eせ しめ.rなる放電

管(雨極間 14cm，径1.3cm，問Aりl二至り活性化される。 Koは K4' K5と相侠って放電管内の歴

カを調節する硝子球(3立)である。其歴カは夫々 13及 1]>12で指示される。

放電用電源、としては 100>J{)レト交流を用ひ、感鷹コ-i)レ(火花距離 20cm島津製)、抵抗人登座器、

油入鋼板蓄電器 (C)及び火花間隙をi乍るべき銅球(径 3cm) G を以て高歴、思流なる蓄電器'/x電そ

なきしめるのである。

活性窒素の毒命の長き事及び後光強度の大なる事は必要なるが、瓦J訴の匪J)及'竜座、 tl.tvkの加減

によって相富の1直を得?こ。歴力は放電管内 2-3cmの座力t二上昇・せ Lめには延聾敏電賓験者は多くは

数粍)0電監は装置の関係上 12000-19000ボルトi二保った。

弦に得1こる黄色光は、放電管上約 1mの車に 50燭光電燈を照して約 7mを距った鹿で、 rの後部

l二於て明に認められ、叉約 33cmの距離i二於ては放電管後約 1mの鹿迄硝子管の形の佳輝き、全くの

暗室℃はポンプ迄美麗に輝くものが得られた。市も其の脊命は約 10秒であり、其時の座力は 10分

間内 lcm以上の差是生じなカ、った。

第三章 一、二の芳香族化合物 tの反熔

有機芳香族化合物止の反B!!¥は理論及鹿川に奥味あるを以て其の研究令せんとしfこ。先づベンゼン

核自身に並立する反膳よりして更に笹雑なるものに及ばんとしfニ。

第一節 べ、 ン ゼ ン

第三国に示しt:j重り Aなる 7ラスコ (約 50c.也容)・l'に少量のベンゼンぞ入れる。試料はカールバ

第三国

柑ー・

ウム祉製(ZurAna1yse) である、パンゼン，~蒸気歴が比較的

高いから食糧氷の寒剤でAを冷却する。 I1栓T1から B なる

2立容の硝子球に入ったベンゼンは墜を幾分減じて、 T2に至

り夏に T2の調節によって反感管C仁王る。 Cに於てDなる

放電管にて活性化されたる Nと混合する。 Cはー遁4cmの
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正立方韓の;附子箱にして 2商の中央に各々 1個の封込管を有じ同一肌態で混合すべく作つである。

混合瓦斯はEなる U字管ぞ経てポンプに排出せられる。反感生成物は此のU字管中に液髄空気にて

冷却して集拾する。 U字管は生成物にて詰まる虞があるから径I.6cmのものを用ひた。ベンゼンを

塗るl二際して、其座高きl二過ぐればポンプで排気するi二不拘放電管内に逆流し建t二黄色後光を情説

せしめ低きに失すればC中に入らす・して建i二後光がBの附近に来る。故に T1・T2 の調節によって略

々双ん-の座を一定にせねばならぬ。其の聞の目標は後正が Cに至って初めて泊ゆるを度としベンゼ

ンを透るiこ在るのである。然しJlt時も倫ベンゼンは幾分逆流するものと見えJ/x電管電極 の頭部は青

締色光を奥へ次第に放電管壁に褐色の析出物を附著せしめ建には管壁一面に褐色乃至黒色の析J11物

そ生じ後たの rr 京在認め得ざるに至った。此島で }tの~理ぞ止め t: o 此時の窒素消費量は約 30 立

である a

1支>>!f;生成物は U 字管 E に少量得fこ外、放電管及び:Jt・れより U~I::管 i二至る途中の管内に相賞得られ

たから此等令検しfこ。

(イ )U字管内析出物の試'験一一取出しの際は、零白色結晶が大部分で管の液種空気に接し様とす

る上部から底部に予IJる迄ー而に少量の黒褐色の爽雑物が少量含まれて居る 3 此等ぞ除去する矯めに

液を瀦過し、得fニる深褐色液の沸l&'iぞ測定しfニ。結果80-81
0

C令示した。印ち此液lま痕跡の不純物

を含{iするベンゼンに外ならない。卸ち活性窒素と反懸したのでは無い。街黒色の残濫はペンゼン

が政電二よって分解されて出来fこ炭素が大部分で、褐色の其は放電管内に生じたものと同一なるが

如く思はれるが試験ーすべく儲り微量故確でない。

(ロ〉放電管内析出物の試験一-~t物は丁度樹脂賦のものであって褐色乃至黒繭色を呈して居る水

じは不溶性であるが、アルコール、エーテル、クロロ 7方 Jレム及びアセトンには極僅かじ溶1干する。そ

こで民主管全障をア官トンにて約 20時間抽出し、抽出液を描過し、得たる黄色液躍を'は容積を小に

し更に獣炭ぞb日へ沸騰せしめ、 ラたいて♂此ぞ強靭櫨紙で描過して全く炭素位ぞ含まないものを蒸溜し

て縫った少量の波を放置して、無色の固鰹を得fニ。此を更にアルコールでー再結晶して窒素の定性を

行ったが其は無妓であった(定性遣はフソレシャン青法であるλ此は多分火花によってのみ得fニベン

ゼンの重合物であらう。

街上のアセトン抽出が出来なかった残漬は、沸酷の高いアトラリンを用ひτ沸騰の下で抽出を行

った。此の抽出液を描;@JしiIIl!液は具室蒸溜にかけた。残った液韓は向テトラリンを含む粘性赤色物

質である。之より残存テトラリンぞ除去する矯め、之を J~ ラフィンを満せる血中iニ入れ異空デシクー

ター中i二卜日間貯蔵した。かくて窒素の定性ぞ行ふたが矢張り存在しなかった。

放i二之も上と同様に活性窒素と反感したものでなくて軍に放電によって得たものである。そして

上じ得大物印アセトンより得たるものよりも遁 lこ炭素原子の多いベンゼンの重合物である事が惟定

し得るのである。

結局ペンゼンと活性窒素とは作用が無い。此際黄色後光の消漉するのは軍t二ベンゼンで破壊され

るのであらう。
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第二節 サアローノV

之はベンゼンとは異り側鎖 3 の鹿に二重結合があるから或は其~に N が入らないだらう か との穣

想の下に作用せしめた。そして前節ベンゼンに於て逆流した事と又一居良〈反膳せしめる事との目

的を以τサフロールは液韓の佳用ふる事とし、此内じ活性窒素 栓護泡注 しめる様と した。 其の装置

噌=どに..1"---.，ヱタ
D 

第 四国 は第四国の通り。 AIま約

50c.c 容フラスコ、其カ

内i二サフロールを約50c.c

入れるd サフ ローJレは武

田製のものを再蒸溜して

B 

用ひた。 BはA中のサ フ

ローJレ蒸気の逆流を防ぐ

にめに食盤氷を寒剤とせる U字管である。 E!ま反感¥4.成物ぞ捕獲する液髄空気冷却U字管である。

最初Aのフラスコ 内にサフ ロール会約 50c.c入れ此温度を約 20DC.に保つべく水槽に浸しDより活

性窒素を流す時は、Bの底部に至って後光は消諒してAに達しない。最近 E.J. B. Wil1ey は後光と

活性窒素の活性の本臆とは全然別物で後光が護せ?とも活性を有する事がある といふ事ぞ貰際上論

示してゐる(よ C S. (L)， 1927， Dec.)。然し上事賓は普遍的事置でない事及び後光存在すれば確に

活性を有する事は必然である事 といふ考の元に後光を必?サ フロー)1.中に導かうと試みたo Bに到

りて後光の消践するのは屈曲せる管墜 i二於ける壁作用によるもの花ら うと考へた。そ して得ぺくん

ば管ぞ除かうと考へた。そして寒剤金除いた揚合逆流するか否かを試験したが後光の距離には無関

係て-あった。故にBを除いた底、後光は部想通りサフロール中に入り更に気泡は護光し乍ら之を出

でu字管 Eの上部迄鮮に輝いた。此航態で窒素を約 30立遁過せしめた。此間約 13時間でーある。か

くてA及E中の生成物を検した。

(nf交際フラス コ内生成物の試験一一フ ラスコ中には黄色波約 40c.巳を得Tニ。先づ小量を分取して

ピク リン酸及び昇京を以て添加化合物 (additioncompound)を生するや否ゃを検べ了こ。何れも無盆で

あった。三たに若 しN と作用じたものが存在 しH之が加水分解を受けても差支ないといふ決慮の下に

之を蒸気蒸溜i二付し?こ。先づ最初 2立の溜Il¥物を得、残りのサフローJレを追出す矯めに更に 2立の

溜出物を取出 した。後者は底棄し前者及燕簡残涯は次の如く鹿理した。

溜出波は之を分液漏斗を以て分液し下屠のサフ ローJレを除き上居をば7J<を以 て i黒 し?こる i慮~ltを以

て慮、垂躍を抱過する。強液は中性であるが、若しアムモニア又は 有機ア Eン類が存在すれば其等を

捕獲する 目的で盟酸酸性に して之そ窯登しに。然るに蒸護血には殆ど残存物が無かった。卸ち溜出

液にはアムモニアも有機ア tン類も存在しない。

ヨたに蒸気蒸簡残涯液に就いて試験した。此液は褐色であってエー テルにはよく 溶解する。 故にエ

ーテJレぞ以て三岡掻湿して溶解物(黄色液〉及不溶解物(褐色波)¥二分別する。溶解物は無水硫酸7 グ

キシクムを以て脱水し、之を鴻過し、次で凋液中の大部分のエーテJレぞ溜出し、向溶剤を蒸護すれ
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ば、樫褐色のi~l賦物質が得られる。此の開質の N の定性4並行ふに依然不結果であった。他のエーテ

ルに不溶解の褐色液は中性でトあるが矢張り盟酸酸性にし(此際稿脱色する).之を蒸産したところ、極

微量の黒褐色の固瞳をi尋fニ。此の一部分ぞ分取しハログンJ)定性及窒棄の有無を検しfニが何れも不

在であった。故に此艶は凡て多分蒸気燕舗の結果熱の影響で微量のサフロール分解物又は重合物や

生じ此等を含有するサフローJレに外ならないと決論した。却も反膳フラスコ中 i二得たものは活性窯

素とは反感しτ居ない事が明じなった。

(ロ)U字管内析出物試験ーー此はデユアより取出した時、白色の結晶であったが、温度上昇するに

つれ，て溶解し常温では港i二褐色タ ""-.1レ献のものとなった。僅の牧量で-ある。此物は強き特有刺戟臭そ

有する。 シア ンの様な甘甘働い香でlはま封3

ないが半じて小試験管の底に痕跡を掻人れて窒素の定性を行，ぷふzふ、Tたこ。前i二は試料を多量i二採って試験

した時も倫反謄しなかったiニ不拘此度は痕跡試料に針して貰に麗しきフ・Jレシアン青ぞ得たのである。

卸ちU字管内では明にサフロールの蒸気と窒素 が相反感した事や示すのである。此の含窒素化合物

の構造ぞ決定するには試料が識り に微量過ぎて困難であるが兎じ角定性的にはサフロールとは気態

で相反感すると云ふ事になる。

但しサフロールの波鰭とは反感しない之は軍に賦態(aggregation )の差異じよるものであらう。そ

してサフローJレ液を通過せる活性窒素は強度を殆ど失はす-して尚黄色光そ有する事よりして黄色後

光は卸活'I~I 腫と云ひ得ゃう。又黄色後光と全然別物ならば液盟にも(抗憩の如何に係らi'-) 働き得る

かもしれぬが全然作用なき届より見れば之叉上の反謹と云ひ得ゃう。

第四章総 括

1. 活性化用の窒素は黄燐ぞ以て精製することぞ推奨する。

2. 活性窒素の生命及後光の強さを大lこすべく固の装置を以てした。特に放電管内の歴は平均約

2 cm (水銀〉迄高めた。

3. ~ンゼ ン とは結合せ歩、逆に破壊作用ぞ有する。

4. サフロールとは液賦では作用せ歩、瓦斯肢では良く反感する事を接見し?こ。此れは

，0一一一CH.
r/ ハ/

Hf¥/V 
C 

HC CH 
¥/  

C -CH2-CH==CH2 
( 1) (2) (3) (4) 

の如く (3)の患に 二重倍合があるから其島へ

ノ0一一CH2
ハ/ハ /Jv、/CJ

O tH 
¥「〆 N-N、¥

CH2ーCl王 CH2
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なる如き形で入らないかといふ橡想と相一致しf二如く思はれる。 (然 しその構造は決定 してゐな

い)。

5.後光と活性の本韓とは少くともサフ ロールi二於て同ーのものと忠はれる。

〔附記コ 本質験に釣するlt作東北大撃手文授及理製博士川合其一氏の篤き助言を深く感謝致します。

銅ーコンスタンタ ン熱電封

工準一上 高木 外次

(昭 和 3年 9月 受迎〉

卑金属熱電針中銅ーコン スタンタシ針は、約 9000C迄使用せられ且廉置に得られる思liで便利であ

るが電匪及温度胸係曲線は一方程式を以て表はし!難い故、曲線固を問ふるより他はない。然し比較

的低温約 35"(){:附近迄は一治l線方程式を以て表し得る事を見出した。次に大略を述べよ う。

試料は成るべく賓用に近《和製鋼線(99.1%)及コン スタン タン (Ni38.9%)を用ふ(長さ 1m.)。

電座計は北辰の iリボル ト計を補正笹用した。

補正用|勿質は窯簡水、ナフ タνン(メ Jレク入錫、カド Eクム (カーJレパク ム〉 及鉛(同上〉を用ひ

其等の沸黒占及び融匙に於ける電座右?測定した。

冷接艶は氷-}j(の槽を用ふ。

質面接結果

物質 温度(綿或)

* 100" 

ナアタリン 2180 

錫 2320 

カドミウム 3200 

:fIj 3270 

氷 。。

il!tl定電歴 くEりボル ト〉
く1) (立〉

4.3 4.~ 

1(l.1 9.8 

]0.5 10.4 

15.'j 15.4 

15.9 15.8 

。 。

普通、白金一白金ロヂクム熱電釣i二封しτは電座釣温度関係式は E=円十at+a2なる二次'式で拠へ

られ冷接Ijは必す・しも OOCならす。然し此の揚合は σの値は零となり 、E=at十点t2 をflJひられる。

計算一恒数は白及。の 2個で:測定値5個ある故最小自乗法を適用し得るものとしτ次の規範方程

式を得。

(1 ) 100 a + 1002 O = 4.3 (II) 100 a + 1002 b = 4.3 

218 a十 21'82b = 10.1 218 a + 2182b = 9.8 

232 a十 2322b = 10:5 232 a + 2322 b = 10.4 

320 a + 3202 b = 15.5 320 a 十 3202b = 15.4 

327 a + '3272 b =日.9 327 a + 3272 b = '15.8 



18 腕色mとして敵性白土か使Jflぜる場合に於るt曲目旨の二三の株数の蒙ろ彫響

(1)及 (II)より mostprobableの d 及。そ決定すると、

(1 )より a = 4.0 X 10-2; b = 2.6 X 10-5 

(11) より 。=3.9X10-2; b = 2.9 X 10-5 

郎ち (1) E(tリボ‘Jレト)= 4.0 X 10-2t + 2.6 x 10-5t2 

(2) E( tリホ、Jレト)= 3.9 X 10・2t十 2.9x 10・5t2 

故に簡軍に、 E(tリポJレト)= 4.0 X 10-2t + 3.0 x 10-5t2 としてよい。

上式ぞ用ひて錫、鉛の共融鼎iを以て験するiこ誤差 1.2%である。故に 0。より 3270C迄の範閣内で

は上式ぞ以て計算すれば目的によっては、充分満足に使用せられるものである。

〔附記〕正誤曲線の表し方は直角坐標を採用し補正量ぞ知ると同時に曲線より鼻(直をも知る事が

出来る様に、相塾l J.li~せる全量~以て作岡するのが一般に便利である o 郎ち弐の様にすればよい。

~I 白‘角坐標 x 軸t二讃みを採り、 y 軸に其:の鼻{直ぞ探る。其時器械に誤差

無ければ、凡ての担iは x=y線上に来るが若し誤差あれば Oab如き線

Q 

を得る。そして aaぺbグは G 及 bに於ける誤差そ表はす事lま琵何・撃の

教ふる所である。故に上の x=y(印 Oゲグ)及び Oabの二線を引りば

測定値より鼻{直径知ると同時i二所謂コレツクシ ョン曲線をも得ること

となる。ー→:G

腕色用 tlて酸性白土を使用せる場合に

於ける油脂の二、三の特数の蒙る影響

早大工・竪士 山 口 柴

(昭和 3年 9月受迎〉

緒 3=ロ

著者は酸性白土を以て油脂を脱色するじ醤り油脂の特童文及び嬰数の二三の蒙ゐ影響を知らんとし

先づ菜種油につき試験そ施し7これば以下之i二っき報告せんとす。

賓験の部

白土は小戸産二種、糸魚川産.二種、英国産フラース・ アース一種にして菜種油は日本惰巨大孫合

名曾，祉より新に購入せる工業用品なり、之が特数等lま表中に併記 ltこり。

白土は毎間約 5gを拍子製If;:血じとり務め1l00C¥二調整せる稲並製電熱恒温器にて 120分乾燥した

る・後除探器中に冷却後上皿天秤にて所要量ぞ秤量し直ちに使用す。菜種油は毎間約 25gぞ口径3.5cm

の硝子製大試験管にとり務め 130
0
C(士20C)じ保てるグ リセリンーパラフ ィイン浴中に置き 2-30分

後前週せる乾燥白土ぞ投入し-"..-1ャーホーファー氏式硝子製撹搾器にて 1時間烈しく撹祥せり。白土

使用量はi由脂に到し 1%、59語、 10%、15%なり。然る後i山脂は白土と櫨別し色相、比重、屈折卒、

酸慣、鹸化慣、沃素慣、不l蟻化物の 7項目じっき検したり。卸ち色相は Dubosc氏比色計会用ひ標



早稲田隠期化墜曾報 19 

準原液としては原料菜種油又は重クロム酸加里 3%;波を使)IJせり。比重はスプレングル氏叱重瓶を

用ひ 30
0
C¥二て査定し di~ ¥二換算せりも屈折率は Abbe氏屈折計をmひ 25

0
C にて除せり 。沃素質

は Wijs氏法により、不織化物は Spitz-H如 ig氏法じよれり。

色度比重屈折率融債鹸化償沃素筑 不曲量化物
A 15 200 ¥Vijs Spit;<-l王凸nig

15 
% 

原 主長 強 f由 100.0 0.'3291 ].4695 1.9 176.6 105.0 0.60 
(0.604) 

24，0 0.9.185 14.605 1.9 176.0 104.0 0.60 

小 戸白土〈黄〉 5' M 
16.5 0.9172 1.4693 1.9 (181.2) 104.2 0.50 

。ア五 10.5 O.oJ74 14.692 1.8 176.4 10').1 0.60 

.'i% 6.0 0.9174 14.603 1.8 17(¥.1 104.1 0.60 

23.0 0.'1:320 1.4(¥G.j 1.9 176.2 ]03.4 0.59 

5% 15.4 0.9172 1.4693 1.8 175.8 105.4 0.50 

小戸白土 〈白) )10% 8.3 0.9167 1.4692 ].6 175.0 105.4 0.60 

15% 1.8 0.9156 1.4692 1.4 175.1 104.6 0.50 

37.4 0.9222 1.4694 1.0 175.5 104.3 0，61 

5% 25.0 0.9176 1.4694 1.9 176.1 105.1 0.59 
糸魚川白土(赤))10% 10.5 0.9173 1.4603 1.8 177.3 104.2 0.50 

15% 6.0 0.9173 1.4693 1.8 174.2 104.7 0.60 

22.5 0.9176 1.4696 1.9 174.8 105.0 0.61 

5% 14.5 0.9174 1.4694 1.8 175.1 105.4 0.59 

糸魚川白土〈赤))10% 7.5 0.0176 1.4691 1.8 175.8 105.2 0.59 

15% 2.5 0.9163 ]，4594 ]，6 176.2 104.9 0.50 

88.4 0.9174 1.4696 1.9 175.2 104.7 0.61 

5% 48.2 0.9178 1.4603 1.5 176.2 105.0 0.61 
英国産 7ラースアース

10% 11.0 0.9164 1.4694 1.6 175.3 104.6 0.61 

15% 7.5 0.9170 1.4693 ]，0 175.0 104.2 0.60 

前表を遁寛するに色度を除〈の外は特に著しき盛化を認め歩。

*~ 括

1. 白土 5種につき智司 1100Cに2時間乾燥せるものや菜種油に針 し 1，5， 10， 15:l-bを混じ 130
0
C

l二1時間烈しく撹持し、白土を漉別せる菜種油の色度、比重、屈折卒、酸1賞、i強化慣、沃素i賞、不

鹸化物を検したり。

2.色度を除〈の外は特に著しき壁化なし、比重の減少は水分の除去せられたる掲なるぺし。

• 3. 不;織化物含量i二殆んど影響なきが如じ。



20 敵性白土の物理1¥":撃的性質〈第二報〉

〔倉員採ス暴走き〕

酸性白土の物理化率的性質(第二報)

酸性白土の水に封する!汲潔熟

工)f!博一1: 小 林

T i~.! 士 山本

久平

研

(要旨〉吸i熟熱 (Healof Wetting)とは固賠が液臆に依りてi昆lまさる 為際に麓生する熱量にして飽和

座JJの下に於ける其液惜の蒸気のI民著熱の総量i二等しきものなり。パーク ス氏は吸法王熱は固韓と液

惜の接鰯する表面積に比例するこ とを設明せり。予等は今岡酸性白土を主 とし其他 2-3物質i二就て

7.K~二針する吸協熱を測定し酸性白土の他の物理化撃的性質 との関係を求めん として本貰験を施行せ

り。

質験i二使用しfこる熱量計はフィツシャー氏型の電気熱一量計に多少の改良を施 しfこるものじして此内

l二1500C¥二 60分乾燥しfこる試料 2g-6gを落 して上昇温度を精密に讃み之i二遁醤の補正を施 して

吸慢、熱量;?算出す。

試 料 供試量(g) 上昇温度(補正)(OC) 熱量計熱容量 吸古馬熱
カロ y-/度 カロ Pー/g

7ーラ一九・アース 6.2755 0.453 291.36 21.03 

フ ロ Pダ・アース 2.5!i25 0.149 /1 16.75 

糸魚川白土〈策〉 4.0750 0.175 11 12.51 

小戸白 土く葉〉 4.2275 0.162 11 11.14 

蛙 目 F勾 1二 4.4400 0.089 11 5.84 

認定炭 〈メJレク製〉 2.1900 0.043 11 5.72 

高臨 括

(1) 本邦産酸性白土 2種間土 1種 フー ラース・アース及びフロリダ・アースi二釣 し電気熱量計を使

用して水に到する吸得、熱を測定 した り。

(2) フー ラース・ アース、フロリ グ・アース及び酸性白土の吸漁熱は慨 して高く 10ca1./g.以上を示

し陶土 (Kaoline)其他は著しく小なわ。

(3) 著者等は古ii同に酸性白土扇は微細なる位子より成立し;其小世子の字径は大韓 1X10'S-2X

10・5C111 の範固じ して他粘土類に比 し限外顕微鏡下の蹴態を異にする事を報告 し置きたり、 パークス

氏は吸i黒熱は表面積じ比例するとの説を唱導せるが此賓融の結果も亦大韓之じ特合するも のの如 し。

(工業化製知誌;昭和 3年 5月434頁)(IJJ木)
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酸性白土の物理化事的性質(第三報)

酸性白土のア vピン油並に αーピ示 νに釘する反磨、熱

工撃博士小林 久平

工事士山本 研

(要旨)アレ ピンi自に乾燥せる酸性白土を加ふる ときは著しく笹熱する事に閲しては誌に報告 し置

きたるが今岡予等は前報吸混熱測定と同ーの装置を使用して其聾熱量を測定せり。但しテレピンi自

の揚合は其費熱量著しきぞ以て試料を極 く少量取り て数回卒均値ぞ採るが如くせり。供試アレピ ン油

は日本薬局方品(里村薬品試験部製品〉にして比重 0.8575(23.50C)、分溜結果、初溜 1350C、135-1560C

0.83 % (答入 156-1580C36.04%、]58-1600C45.35%、160ー 1630C9.50%、1630C以上 8.01%

なり、叉供試αーピキンは上記テレピン i自の沸黒Ij155ー1560Cの部分を採取せり、比重 0.8520(30'C)、

屈折率1.4612(30.50C)のものなり、供試酸性白土は何れも 1500C ¥二 60分乾燥したるものなり。

テレピン油に劃する反感熱量表

平占 土 名 者専 供言えi量(g) 上昇温度〈補正)Cc) 熱容量 反1!f!熱
カロ Pー/度 カロリー Ig 

糸魚川白土'>lt榊〉 0.1085 1.369 128.68 ]623.6 

同 (赤色〉 0.1155 0.725 128.68 807.7 

同 く黄色〉 0.8222 2.694 127.75 418.6 

小戸白土(黄色〉 0.1730 0.081 128.68 60.2 

7 ロリダ ・アース 0.6750 0.25再 127.75 48.S: 

蛙 目 F勾 土 3.2972 0.488 12月/i8 19.0 

珪 百費 ゲ Jレ 0.1250 0.02乃 149.0 27.4 

験炭(メ Jレク製〉 1.1735 (1.196 127.75 21.::¥ 

a ピネンに3討する反感熱量表

す市 土 名 宥専 供試量(g) 上昇温度(補正)(Oc) 熱容量 反1!f!熱
カロリー /皮 カロりー /g 

糸魚川白土(黄色〕 0.0840 1.386 128.7 20ti5.8 

同 く赤色〉 0.0590 ].988 128.7 2154.5 

同 〈水柿〉 0.1036 J.:H7 149.1 1894.l 

小戸白 土〈黄色コ 0.2417 0.073 lz8.7 ;¥8.8 

珪 百主 ゲ )1〆 0.1290 0.025 149.1 28.8 

(1)水に針する吸器t熱測定と同一装置を使用 して酸性白土数種フロリ ダ・アース.睦目陶土、献炭.

珪酸グJレ等に就 E是等がテレピンi白及αピネンに針する反感熱を測定したり内

(2)酸性白土各種、フロリダ・アース等の所謂t喰性白土属は執れも他のl淘土、脱色炭、珪1喰グ)1.-等

tこ比し著しく反感熱高し。

(3)常温乾燥 98度乾燥及び 130度乾燥の試料じ就て反感熱を検するに酸性白土属(ま何れも乾燥温

度高きに従ひ上昇混度の増加するも陶土其他は乾燥温度に依る上昇温度の増加少し3

(4)酸性白土中にありても糸魚川白土は慨して反鷹熱量高〈小戸白土に比し格段の相違あり叉其反



22 鉛室式硫敵製造訟の研究〈第一六報〉

E華航態を検するに極めて反感時間永〈数時間に及ぶも向護熱す、此匙水に針する吸l長熱と全く異れ

るなり。(工業化製雑諸昭tn3年5月438頁)(山本)

鈎室式硫酸製造法の研究(第一六報〕

塔式硫酸製造法に関する酒巻工撃士の報告に就て

工撃博士松井元太郎

(要旨〉 著者・は往年の共同研究者工撃士酒巻倫之助氏の工揚に於る測定数に基き二、三の計算ぞ追

補し製造方法に閥する私見ぞ遁べfこり。

瓦新分析並に装置表面放散係数の計算に就ては前報不備の貼を改正する錦、測定並に計算の般本

的立脚酷在確定すべき必要を説きにり。

袈置各所に於る瓦斯相及び液相の盟問酸張カを比較し第2塔に於て操業上稽欠陥あるぺきゃを推

論指摘せり。

新計算法を試み襲置能率は循環硝酸量の自乗に比例する仮設を説明せり。

装置能率と冷却係教を求め話i報と比較せり。

500脱硫酸 1001匂製造に針する冷却熱量並ぴに冷却分布

冷却熱量 Kgcal. 侃酸1:謝する% 表面に艶する%

鈎室系〈第一四報〉

塔式系く第一間報〉

71]20 

64930 

22.8 

43.0 

77.8 

57.0 

本報 6S310 66.7 33.3 

本報の計算冷却係数は 16.41Kgcalfqm.h.oC じして普通鉛室系の 5Kg cal ¥こ比して大なり。

グーJレサ j ク塔の捕硝率を計算比較し初めの部分は鉛室系にi七し甚大にして後部の作用は頗る余裕

を備ふる事を示せり J

酒谷氏の操業成積場準に努力せらるるiこあたり、著者の忠言を宣行せられたるぞ喜び、同氏の操

業法を批評し猫著者の私見として循環般の内外輸の分離を説き、更に塔の構造並に操業につき二、三

の注意を加へたり。(工業化墜雑誌昭和 3年 978頁)

塔式硫酸製造操業法研究

工墜士 j酉港 倫之助

(要旨) 従来本邦に於ける塔式硫酸製造法は硝石泊、費率大にして充分の能率を護揮1.，1等ざる賦想

tこあり。著者は此原因を科接的肝究の不足にありとなし測定系につき滴i主酸量、循環硝酸、瓦斯通過

速度等ぞ調査し熱量平衡の関係をmひて各塔に於ける硫酸生成量ぞ算出せり。かくて硫酸生成量、

滴i主酸量、循環硝酸量の相互聞に於ける遁賞なる割合を見出し操業上の標準値を定めたり。一般に

塔式の塔圏数は 6，7或は 8基にして測定系は 8基なれども研究の結果6基じて充分と思考せり。而
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して著者は 6基中前部 3塔を以て生成塔とし後部8塔を姉崎塔として作用せしむるを適嘗と認めた

り。次に各塔への滴i主酸量並に循環硝酸置の割合を掲ぐべし。

1.滴主主敵量の 割合

塔香 f虎 1 2 3 4 5 6 

i商法百重量と日産の比 4.3傍 6.8 9.4 ¥).4 10.0 3.'¥ 

2・1商法紛融量

塔香貌 1 2 3 

滴泣右側重量の燃焼硫黄 23.2% 36.4 50.7 
量に劃する百分率

3.各塔生 成量

i苔香協 1 2 3 4 

各塔内生成量の日産に 25% 35 37 3 
聖書する百分率

塔の作用と操業上の便不便を考慮に置き上掲の滴i主酸量、循環硝酸量を自由に供給 し得る様突の

如き硫酸循環カ-法ぞ案出せり。

法
問一
l
↓
回

→l!¥-→[!¥→ 

郎第 久 第 5塔流出酸を合流せ しめ此混合液を第 1、第 九 第九塔へ分

割i商i主す、生成用水は第2第 3塔 へ注加し第 久 第 5塔流出酸合併液の

比重 55.60民自iif:去を保つ様加減す。

叉含硝度も此合併液のそれを標準とし各塔内の反感賦態に感じ第5塔

滴i主酸量を加減 して標準直径保た しむ。

故i二職Tは合併液の比重及含硝度に注意する事によりて全系を固滑に

操縦するを得、操業甚簡便な り。

三欠に最近7月下旬i二於ける測定数を掲け参考とす。

塔替協 1 2 3 4 5 6 タト主主

i*上瓦lt庁温度 75.20C 70.9 51.4 33.9 29.7 29.3 25.1 

滴注酸温度 32.80C /ノ 11 37・5 ~1.7 31.4 

滅法敵 比重 55.60Be 11 〆I 55.0 56.0 56.2 

研t出酸温度 12白.2'C 73.2 73.3 41.1 31.7 

袋置能率 37.2Kg(cbm.書官石消費率 0.55%

以上の外国定硫酸量は成可 〈少くし滴i主酸iま直に塔にi主がるる様つとむる を要す。(工業化・撃雑誌

昭和 3;r 970頁)

甘庶藤糖蜜より酒精の牧量の少き原因に就て(第二報)

工製士武 富 昇

工皐士有竹四郎

(要旨〕 第一報 (工業((:皐雑諸、30389-395)に於て台i母産糖蜜の一種に就てfiH究し、該憤蜜に

於ては酒精の牧量の少き原因は酵母の栄養中窒素源の快乏に嫁るものなるぺしとした b、本報lま民
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績報にして数種の台湾産情蜜の臨時に就て軒先し、其結果を記述せるものなり。貫験結果を綿括す

れば次の如L-，

1.糖蜜の師酵に於ては、時母の栄養として窒素源を不足するものの如く、硫酸アムモニクム又は

燐酸アムモニクムを加ふる時は、臨時速度 を増大す。 然れども酪曹の完結 したる後、蒸溜により得

らるる酒精量はそれにより多少増加するも其量は一般に大ならざるが如し。唯本腕究に使用せし台

北工揚産の糖蜜は例外に扇するものの如く、其成分が他と著しく呉り、叉之等の種類の添加により

略酵蓮度のみなら歩、酒精の45c量を著 しく培大せり。而して此糖蜜の揚合にはアムモニクム盟類を

加へすして酪酵を行ふ時は猶臨時性糖分の 多量に残存するじ拘 らす、酵母は臨時を停止する事ぞ認

めたり。

2. 酪酵を終りナこる被はアルカ リ性銅溶液を還元す。而して此還元力はガム質によるものに非?し

て主としてクソレ Fースによるものなり。

3. クソレトーズは非酪酵性の六炭糖にして、アルカリ性銅溶液を還元す。従って銅 雪元により定量

せる糖蜜中の糖分はクソレトースぞも加算し居るものなり。此事が糖分の量より計算によりて得らる

る酒精量じ比し貰際に得らるる酒精量の少き重大なる原因をなすものなり。Pl或種の糖蜜に於ては、

酵母の楽蓋中窒素源の不足も亦其重安.なる原因と認むる事を得。(昭和 3年9月、工業化摩雑誌 856

-860頁掲載〉

樹脂石鹸とアルミ酸曹達との混合溶液を

サイズ液と Lて使用する研究

早大工奇書士河 原 義 之 助

i前田茂治

(要旨〉 サイズ液に関して考察せらるる事は (1)樹脂石鹸液に於けるロジンの な散度は 仁OHつに

影響せらると云はるるが故に之を巧じ調節する事は樹'J旨サイズ液使用上大切なる事、 (2)ロジンサイ

ス'の耐久力は A1203¥二よりて保持せ らるる事、(3)現在凝車剤として!使用せらるる硫酸壁土の量は

過太なる疑ある事、 (4)凝集剤として硫酸壁土に代ふるに硫酸公使用し、猶t象め樹脂石鹸中にア JレE

酸曹達を混加せば硫酸の避くべからさ'る過量をア Jレt酸曹達i二て二夫的に中和し硫酸の繊維を犯す

そ防止し得ること等なり。此見地より凝集剤として硫酸を使用する目的を以て質強迂るものなり。

先づア Jレi酸曹達を調製し分析により Alρ:1O.0021gfc.c. N礼P0.0022gfc.c. なることを確め、次に

木溶液 10c.c.は 0.10415N硫酸 6.8c.c.により中和し得べきことを質験せり。

次にア Jレt酸曹達、樹脂石l織の各溶波及び混合液の定性的試験を試みたり。此結果を以下に記

す。

アル t酸曹達溶液は常温空気中に放置すれば一夜にして白澱ぞ生苦手るも密閉器に於てはーク月;a.

経て猶透明なり。次に之に工業的に調製せる樹脂石鹸液(全樹脂量 19.6gfよ Na~p 0.6gfl.) 500c.c. t，e 
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取り、之i二アルミ酸曹達溶液 23c.a(樹脂石鹸液中の全樹脂量の lf11Jに相嘗する A1203 ぞ含む〉 とi昆

じ、混合液の外観ぞ観察せるに次の如し。

(1) 25
0
C じて混合せるものは淡黄締色透明なり。(際樹脂石l織液は白濁を呈す。〉

(2)混合液は 50
0
C迄順次加湿するも 、叉は 270C i二弧く振湿するも盤化せす。

(3) i毘液は 2fs:に稀轄すゐも鐙iヒなし。約 5倍に稀揮すれば白濁す。 10悟陪稗 131ま5倍稀縛液よ

り白濁度少し。

(4)混合液の耐久度は突の如し。

常1:1こて混合ぜる Lの(透明被〉

800Cに加熱ぜる場合〈透明i夜〉

捜弁ぜる hの〈透明波〉

5傍稀軍事1夜(柏、不透明〉

第 7日

精不透明

向上

第 98 

少 Lく沈澱す

同上

透明1.irた滅ず

10倍稀碍i度〈殆同上〉 一一 同上

m・滋混合液t:e密閉貯取す 強化なし 強化なし

(前記混合液を硫酸にて中和したる揚合の賦態の十分なる報告は次報に譲る〉。

第 10日

沈滅多量に して大雄

同上

更に滅ず

向上

毘化なし

次にアルミ酸曹達、樹脂石鹸混液をサイズとして使用せる揚合の耐水度を試験せんが鼠晒サルファ

イトパJレプ原賀に就て手漉法にて試験紙を抄遣し従来の方法と比較せり。朗ち先づ晒サファイトパル

プ原質ぞ叩解して漉取機にて鹿理し 300g.包(原質 29.55めを秤量準備す。次i二一包の原質i二針

し1.8%の綿樹11旨量を含む樹脂石蛾液を各‘ピーヵー ]0個にとり、此内 5個i二綿樹脂量i二針しAIPs

を10%、15%、20%、25%、30%含むア JレE酸ソ ー ダ液を夫々混和 し、 1ilJれも水栓加へて 190ccと

なす。残りの 5 個の ピーヵ -ìこは綿樹脂量i二針 し AIP3 として 10%、 15% 、 20 ~払 25%、 30%を含

む硫酸壁土液ぞ夫村主加し、水を加へて 110c.巳となす。猶アJレt酸普達樹脂石鹸混合液(最初の 5個〉

や夫々中和するi二要する硫酸t.e7](を以て各¥110c.巳稀障して準備す。夏i二第五ピーヵー(アル t酸 曹

達樹脂石鹸混液にして綿樹脂量に針し 30%の A1203i二相官する アル t酸曹達を含める液〕と 同じ

混液を作り、叉之を中和するi二要する硫酸量の 1/10過剰i二含める稀硫酸液をも調製す。

ヲ:に週嘗の調合槽に原質 1包宛t.e入れ水 31.を加へて完全に混和し、各別に各ビーカーの内容物

(7JレE酸曹蓬ー樹脂石鹸i昆液5種、硫酸壁土一石鹸液 5種〉を加へ、十分撹持 しfこる後、漉槽i二移し水

71.・ をb日へ、夫々相首すゐ続硫酸ぞ加へ各 t同様に抄這せり。抄造後歴搾し 50"-60。に一夜乾燥す。

斯〈して抄造せる試験紙は抄造後第 10日はステ ッキヒト氏耐水度試験ぞ行ふに突の如き結果を示

せり。

総樹脂量に封する Al2什3% 10% 15% 20% 25% 30% 

硫般事壁土た使用ぜ L場合の絶望す耐7~皮 1.63 2.01 1.78 1.90 1.82 

アルミ酸ソーダー航自主(中和量〉た使用ぜ L揚合の同上 1.i5 1.92 1.77 1.87 1.98 

アルミ齢曹達ー硫椴(1害IJ過剰〉の揚合の耐水度 1.82 

猫過剰の硫酸を使用せる試験紙は火i二熔り て黒盤せる程度は通常紙と全 く同様なり。

要之上記試識により樹脂サイズを施すに営り 、硫酸壁土に代ふるに硫酸とアル t酸曹達を以てし
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得ること示したり。猶之が経情的関係につきては夏に報去すペしCI1J口抄録〉。

印刷用焼ワニスの研究明二報〉

製造工程に枕て

工喜善士 小倉 正照

仁要旨コ 1.焼ワニス製造工程中に於るlrllの温度の朕態を測定し:故例伝県けて図示せり、鹿理温度

lま高き程反感速かなるも 3400C前後を過賞とすべし。

2. 焼i自の調節を測定法の簡軍なる屈折率によりでなさんが鶴居折恒1肢を算出せり。

3.工程中に於るワニスの生成朕態ぞ知らんが潟、 工程中随時試料を採取し、比重、粘度、開折

察、酸i賀、鹸化慣、沃素1民党他の特』止を測定し、其控化の蹴j態を見fこり。

4. 工程中じ於りる分子量(ベンゼン法〉の増加率は頴著にして同時にアセトン不溶物を生1久 何れ

のアセトン可溶物も凡て軍一分子量ぞ示せゐi二反しアセトン不溶物は数倍の分子量を示せり。

5. 倫 Wijs氏法によりて焼ワニスの沃素i買ぞ測定する時は溶液の放置時間の長短によりて値を異

Lこす、叉 Fahrion法じよる酸化酸の定量法は過大なる{直ぞ奥ふベし。

之令要するに焼ワニスの製造法はi山其物を燃料として分解温度以上の l向調じて鹿理し;短時間にて

急激に油を粘調ならしむる法と云ふを得べし。而してi由を燃壊する事はBE理中のuUの温暖の賦態及

び粘調化がi自火放置中に於て頴著なる事賞より見れば盟にi由を分解過度に建せしむる手段に過ぎぎ

る事を推察し得べし。

執れのirbにありても分解温度に於ては念激に粘開化するものにして例へば落花生油、阿列t[IiIl1， f;，品

質i山等比較的不飽和度の少きi山にありても分解温度に於ては粘開化する事は夙i二認められたる事な

り。叉 MorellCλ s. c.よ 3<1105 (1915))は亜廠仁i山や炭峨瓦斯気中にて 2600C¥二加熱し最早や

盤、化せざるじ至らしめ夏に 293
0
C に加熱せるにfliび沃素慣低下し謹には躍化せる事を確めたり。焼

ワニス製造の際の如き 3400C 前後の高温にして顕著なる麓熱反感を I~ドふ場合iこは粘開化の極めて念

激なるはもとより首然の事なり。

今日油の重合に就ては諸説多くして倫定説なきも之等の事賞に関税して興味あるは SalwayC第一

報参照、内閣印刷局報告 17税 80頁)の説なるべし。之等の重合誕の首否は別として兎も角も油脂

のねj欄化するは腰質的性質にして重合分子持換等のiヒ墜箆化を通じτ軍一分子の非腰質より多分子

の隈質を生成せる結果に基くといふ事は分子量測定及び.アセ トン分別 の結果より見るも一読と して

首肯し得らるべし。

而して焼ワニス製造の場合i二於ても分解温度に鹿理し急激に 粘開化せしむる事は此生成せる腰質

の航態例へば腰質位子の大きさ等に開係して弦に焼ワニスの印刷上に於ける特性を有せしむるもの

と考へらるべし。

此iHlの庖理温度と印刷用ワニスとして必要なる諸性質との閥障に就ては焼ワニスの肝充と共にさた

で賓験すべし‘(内閣印刷局研究報告抜刷より抄1I'o)~
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やまごばう油の性状に就て

小倉美代

27 

E要旨〕著者lまやまごばう(商陸)の種子より抽出せる1111の特数及び脂肪酸に闘し下記の切〈報告

ぜり。

dI~ = 0.9148、屈折率(20"'C)1.4713、鹸化慣 186.2、沃素i買何Tijs)104.6、不!雄化物1.73%。

脂肪酸は燈色の液韓じして中和慣 198.5、沃素質 105上回韓酸7.7%(鉛臨エーテ Jレ法〉なり。

脂肪酸の石油エーテ Jレ溶液を零下 10-120Cに臭化して得らるる白色沈澱ぞ石油エーテルにて枕騰

し且つ再結晶せしめたるに融匙 1130
ー114

C
Cなり。〈工業化事雑誌昭和 3年 60頁)

〔言葉 義〕

油脂の乾燥に関する近年の仮設(其ー)・

早大工察士山 口 柴

亜麻仁i白及び亜麻仁i由族値物i由(この名前に閲しては A.Eibner， Z. f.・aJl;t;C'llJ. 匂αemie，1926，参照〉

は塗料工業上に於ては軍濁に用ゐらるること稀にして或は少量の金属種類を添如、加熱してボ・-1Jレ泊

となし.或はコロフォニウ ム、熔融コーパJレ，等と共に 2S00-3100C 又は此以上l二加熱し更に遁首

の溶媒にて稀縛して偲漆とせらるう然れ雄、i由脂乾燥の異相を知らんじは先づ油脂自身の乾燥に於け

る愛化を追及せざるべからす3

近年亜麻仁i由族i由脂の乾操に闘し Slansky，Eibner， Scheiber. Au巴r，Wolff， Vollmann， Marcusson等

は181世紀の後半より 19世紀の初楽に互り畳表せられたる Cloetz，Mulder， Weger， Borries， G白巴此凶he児肌e，Fo北kinn 1 

等の純化E按裂的説明を腹腰.質化塁翠襲的にネ有補i市H足したり。'印ち S引la叩ns北k勺y(Z乙:f.メ.a叫F科4伊geτ心ん αCl.ω仰l/l仰ノ'/l比z

3鉛89町)等の提唱せる華新!庁1設明lはま Vollma如nn(Z乙.メ a11;![e'Zv.α仰山. 1925， 337)等の油脂南己躍質設と相挟つ

τi自脂塗膜乾燥の椴設に新生面を閥抗iせるものと云ふベし。然れども提唱者じよりて多少其偲設に異

同あり、例へばL.Auerの油脂自己腰質設の如きは Eibner，Scheiber，Slansky等より反針を受け論駁

(αcm. U.吋 1928，9， 27)せられたり。ーの開設は必?しも他の認むる所となら-rと雄も其の要目?こ

る腰質的愛化の起る貼並びに乾燥塗膜の腰質性なる事は確賓とせらるる所なり。よりて先づ乾燥の

際に起る一般的整化を説明し、抗に二、三の油脂自己躍質説並びに乾操の腰質的説明を概説せんとす。

一、油脂乾燥の際i二起る一般的整化。油脂を薄膜として空気中に放置する時はiUI脂の性質に従ひ多

少の箆化を受し此慶化の程度を粘性明、粘着性明、不粘着性明、完全乾燥!聞の 4朋に匝別すること

得。第三朗は叉類似乾燥期と稽せられ、器粟油族の塗布膜は此程度を超え-rして 1000Cに再熔す。

第四期はE臓仁油族の初めて達し得る程度たり。印ち此程度に乾燥せる塗布膜は加熱するも熔融せ
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-t. 260a Cに炭化す (Eibner，F.-z.， 1921， 2397)。而して乾燥の行程には必すしも空気の十分なる

存在を要せす、例へば亜廠仁油は所謂酸素i買の占量の酸素ぞ含むl二過ぎざる亜硫酸瓦斯又は炭酸瓦

斯中じて完全に乾燥すくH. Wolff， F.-Z. 1926， 1239)るのみならすで全く純粋なる炭酸瓦斯中又は減

座空気中(L.Al1er， F.-Z.， 1926， 1239; c.u.， 1928， 32)にても乾燥す。

(1)乾燥曲線 油脂塗布膜の重量と放置時間との関係を示す所謂乾燥曲線は賞融のt条件に関係あ

るは勿論なれども同-1条件の下に於ては亜麻仁泊族の代表者なる亜嵐仁油と器楽i由族の代表者なる

嬰粟油とは全く相異なる乾燥曲線告示す、卸ち前者は乾燥中揮遊性分解物の生成量齢、く酸素吸牧作用

主としτ行はるを以て、塗布後約 20日にして最大値に達し後少しく減少し以後は比較的じ恒値を示

せども、墨粟i臥二於ては最大値i二蓮せる後遁滅的じ減少す。又亜麻仁i自は忌初の 2日を経たる後重量

増加開始するを以て、止i期聞を Inc1uktionszeit又は Inkubationszeitと栴せらる(A.Eibner， C. u.， 19 

24， 107)。

(2)水分の吸牧 亜廟仁i由族の油脂は塗布稜数日(亜廠仁i由4日、桐油 21目、器粟i出3日〉後に念

l二酸{買を増加す(Eibner，C. U.， 1927， 95)。然も ilu膜中i二は全く逝離グリセリンを検出し能iまざるぞ

以て Eibner其他は所謂部分鹸化iこよりモノク'リセライド又はダ4グリセラ 4ドぞ生じ同時に湛離脂

肪酸を生:'1'る震なりとし、 L. Auer (C .u.， 1928， 10)は酸慣と共にエステル慣もま曾加する事質より

Eibner説令否定し固膜の分散相が KOHを吸着する鋳なりとし、 Scheiber(Lacke 11.訪問 Rohstoff，

Leijmg. 1926， 137)は低分子量の酸性分解物例へば蟻酸、酷酸、アセトアルデヒド、アゼライン酸

の生成に因るものとせり。

(3)水分の物理的吸牧 漁気中に放置せるi由膜の乾燥曲線は通常の揚合i二比し高き値を示す (Ei・

bner， Z. f a1伊 w.Chemie， 1926， 40))又桐i由の不透明なゐ乾燥肢を漁気中に放置すれば透明になる

くL.Auer， F.Z.， 1926， 1625ー7)。之等は綿て笛!膜のグルなる fニめi二膨潤性あるl二因るものとせらる。

膨潤せる固膜は乾燥空気中に放置すれば水分を速三放っ。

(4)光線の影響と異常乾燥。暗所に於て!lli>>翫種子より鹿搾せるものを暗所に於て塗布放置せる亜

廠仁油膜は 66 日後に始めて乾燥す (Eibner，F.-z.， 1921， 1129; 2397) (異論あり.Slansl小 Z.メ

angew. Ch.， 1921， 86)。叉暗所に貯蔵せる亜臓仁i由を塗布せるものは然らざる揚合より乾燥遅し。之

等は乾燥の穣備行程に(過酸化物叉はオキシク"，)-l:!ライドのtjて成等〉光線の必要なるを示すものし

て暗所に於て毘搾せる油の猫乾燥性-a有するは種子の中に於て己に光線の作川を受け居れるが馬な

匂とせらるa 叉通常の揚合の乾燥曲線が初期に於て不規則なるは蓋夜の別あるが鴎なり (Eibner，C. 

u.， 1924， 107; Z. f tll1gew. Ch.， 1926， 40)。

直射日光l二亜廊仁i自の塗布膜そ曝露する時は乾燥曲綿は速かに上昇し、乾燥の第三期に謹す、;火で

主主力、に下降し著量の揮笹性分解物の生成を示し、同時に器粟j自の常態乾燥に於て認めらるると同じき

所謂 Syn孟rese なる現象ぞ示す。 Synarese(後段 Auerの慣説参照〉は再軟化 Wiederweichl1ngとも稽

せられ一旦乾燥の第三1閉じ達せる塗布膜カ、再び粘性を帯ぶる事賞ぞ示すぞ遁常とす。

(5)加熱の影響油脂栓空気を遮断して 250
0
C以上に加熱する時は桐油の揚合には腰化し乃至固
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化するも其i也にありては粘調となり、所謂スタンドi由を形氏す。此l際通常沃素直は減少し、比重及び

屈折率(桐i由は不規則なり〉はI曾加歩(H.Krur由 haaτ，Chem.-Ztg・ 1916，93)。古くより Fokin(Z. f. 

allgew. Ch.， 1909， 1492)， Friend(f.・ Chem.‘伽吋 1917，1621). Morrel(J. 5，: C 1.， 1915， 140)等により

重合は加熱に伴ふものせられ.Marcusson(乙メ angeuん Ch.， 1920， 148; 1922， 543; 1925， 148)は低温

度の揚合には内分子重合(IntramolecularPolymerization)を起し高温度に於て重合(Extr.1molecularP.)を

起すものとせ られたるも Wolff(F.Z. 1913， 1171; Z. f.・angew.α.，1924， 729)は加熱によりでは殆

んど重合せざるものとなし、分子量測定の結果高分子量を示すは其官、使川せる溶媒が曾合そ起きしむ

る蕗なりとし、加i漂の際i二起る濃化 (Thickening)の主因は化準的援化に非今して、膝質的襲化なり

とぜり。要之加熱の際i二重合が主fこる愛化なりと 主張せる菖設は躍質的慶化が主なりとする新識に

より駁論せらるるに至れり。

二、亜廓仁i由族油脂の腰買なることぞ讃明せんとする研究 禾精製亜麻仁泊中i二非脂物 (Olfremde

Stoffe)がi高度i二分散存在せることは己知の事賓なるが此分散相が 2600
C 以 Lに加熱せる亜廠仁油よ

り凝集分離する粘質物なるニとは Wolff(F.-Z.，1922， 936)の限外顕微鏡的研究及び限外措過試験じ

より明なり。然りと難斯る非脂物を除き(完全除去を可能と仮定す)tこる所謂1医漆用亜麻仁i由(Lack-

einil) も乾燥するが故i二乾燥に開奥する分散相を直ちに粘質物に蹄するぞ得?。

i削旨自身が恩-質なりと主張せる研究としては先づ Sch1ick(F.-Z.，1922， 1441)を数ふべしo氏は亜

麻仁i自を冷却する時粘度噌加し且つ軟膏賦に設す-る事賓より、之を溶媒和エマルソ 4 ド(Solvatisiertes

Emulsoid) と見倣したれどもこの現象は常温に於て品質とせらる~ 7J<~二於ても認めらる L 所なるを以

て直ちに首肯し難き説明なり。 Schlickは更に (F.-Z.1912， 1521)ベンジン中に顔料ぞ懸垂せるもの

に亜麻仁i自を混?る時は保護躍質として作用することを述べYこり。之より亜麻仁油はペンジン中にて

は腰質を形成し得るとするも亜麻仁ifh自身の本位l二闘して未t::不明なわ。 Vollmann(Z.f.angew.α.， 

1925， 337)は Eロリ育、クロム黄、象牙黒、亜鉛華等の顔料を夫々亜麻仁i由(Engler粘度 6.700j200C)及

び石轍i由(6.900
同上)中に各別に懸垂し之を放置しfこるl二、 Eロリ青一石蝋i自懸君主液は六日 後に己に

液面より約 1.65cm沈降せるも tロリ青一亜麻仁油懸垂液は依然として均質なることを観察せり。

而も此差は Eロリ青の揚合には斯く著しきもクロム黄の揚合には雨者始んど差なく、象牙黒、及び亜

鉛華の場合は共に沈降するし石崎i自に於ける情澄唐の高さは亜麻仁i自に於けるより大なり。是等の

諸事貰を以て直ちi二亜麻仁i由ぞ鹿賀なりとするは或は早計ならんも次工頁 Auer(C.U. 1928， 9)の研究

の如きは油脂腰質設に相官の論操ぞ奥へたるものと云ふぞ得〈し。

三、執近の{毘説 油脂の乾燥現象令躍質的なりとする{関設の提，'1'，者は二、三に止らす九而も其大綱

l二於ては大差なしとするも、微細なる動に於て拡甚t:趣きや異にす。卸或はi由脂腰質詑ぞ支持し或は

之を否定し論宇渇き歩。之等を一括説漣せば徒らに混笛iするのみなり。依て各設を順失概論すペし。

Slanskyの1毘説(乙f・angew.Chcmie， 1921. 86; 1922， 389-391; C U.吋 1927，148) 

油脂は元来腰質にあらすヘ塗布膜として空気中に放置せらるる時は先づ化準的宣化を受け此中に新

物質生成す、このもの(主として才キシ・グリセラ 4 ド〉は未獲化の油脂中に分散して生成せられ弦に
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腔.質ぞ形成す。弐いで此分散相は遁首の佼件の下に凝固し従って間膜となる。以上は Slans'ky 説の

大要なるが、腰質的乾燥説の先駆ぞなせるものなり。

Auerの偲説 (Gas-Koagulationstheorie;F. z.， 1926， 1240; 1927， Heft 30 u. 31; C. u.， 1926， 216; 

1928， 9; Koll.-Z.， 1926， 40， 334)通常、乾燥には重合随持するもの と考へらるるが Auerは之を否定

し、所調メソモ Jレフ型の重合(サ4クロベンタデエン及び桂酸メチルエステルの如く 反感果生物が未

反感部よ り分離する揚合)もユーチ ヨモルフ型の重合(スチロ ーJレの如く反謄果生物が未反感部中に

溶存する揚合〕も起ら?となす。市も軍に乾燥に限らすスタンドi~l生成の揚合、桐油の熱腹化の揚合

等に於ても重合は起らざるものなす。市して此等の揚合i二於て重合現象の謹左とせらるる分子量の

増加、沃素慣の減少、粘度の増加等は決定的の論擦にあら今 して、 1m炭素原子環の存在の詮明を要す

べきも一方高分子の散協L喋中i二於けろ重合は認、むる を得ぎるを以て乾燥等の鐙化は.i..?}レソ 4ド型

4ソコロイ ドの灘間作用に蹄夕べきものとなす。

卸亜廊仁i自は元来ライ才フ ァイJレ型のソツレ卸エ7}レソ 4 ドにして亜腰ソツレの如 く分散相は溶媒和

しソツレの密度、表面張力、粘度等i二影響を奥へ、叉多量の電解質を加ふるに非れば凝集ゼヤ、且つこ

のグJルレlはま膨潤性を有す。而も 国膜は何等新に生成せられ7大こると目 しf得得尋尋-べ、?き脂肪酸4ぞ旨含ま1す-t.(σEiぬbner)

クトン及ひび，ア Jルレアデ:ハイド基なくい、微iじ二過酸化物の存在を認むるのみにして亜J麻B翫t仁j泊出が軍に腹腰.質的凝固

4そ旨せる ものと見る4必甘得。 市して固膜の脂肪酸却も 才キシン酸の各溶剤に謝する溶解度が原亜bl9fL仁油

脂肪酸と異なるは前者は腰質的集合ぞ受け居れるが腐と考へられ、叉固映が Eibnerの所謂過酸化物

反感を呈するは吸着せられたる酸素の活性に基くものとせらる。

己謹の如く油脂はイソコロイドにして相等しき又は近似せる成分身有するこ相より なる、而も分散

相の量は次第に増加する傾向あり。此雨相の存在を知らんには蟻酸と油脂と を振重し放置すべし、数

週後にして混合物は三居に分離す、最上唐は主として分散媒、中居は分散相.最下居は蟻酸より成る。

而も中居は上下雨屠の境界面仁凝集す (此等の各居は!dJ論純梓なるものに非す して各‘他の二者ぞ混

合す)。中居卸分散相の量は乾燥速かなる油脂にありては一般に多く 、然らざるものは少し、郎桐i自

は亜麻仁ifllより大にして以下日向葵1111、楓鹿181、箆廠':'fi自の順序なり。叉スタンド油製造の際には其

工程の準行に仲ひて中唐次第にI官加するを認む。ヰぐイ Jレj自の揚合には此:l'曾加の度はスタ ンド1111の場

合の知く 著 しからざるも接集剤師蟻酸i二針す る鋭敏度ぞ増加す。郎ち所謂乾燥剤は凝集聞に針する

培感剤として作用することを認trべし。蟻酸にて鹿理せる揚合は此乾燥剤は中居中t二混入し来る。

今上居のみを とりて此が乾燥力を試むるiこ原油l二比し劣れるを見る、叉中居をとりて之会楓鹿油、

シリング一泊等に溶解せるものは原油の如く乾燥性ぞ有す。斯くの如く蟻酸は油脂を雨相に分離す

る作用を呈するも のならが此作用は抱水ク ロラーJレ、一種化酷酸、三盟化酷酸の存在により堆大す。

以上に於て油脂の腰質なる事明なるが、分散相の存在、ポイリンク1こより該相の蟻酸に釣する感度

を増加する事賓のみにては乾燥の行程の説明に不足なり。卸ち間膜生成には分散相は増加する以外

に溶媒和脱却、及び放電現象を起 し凝集せざるべから?、此二現象は塗布膜の附近にある瓦斯又は瓦

斯4オンの作用に基くものなりとす。之瓦斯凝固説の大要なり。
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グルの生成は乾燥とは趣きを異にす Nageli\二従へばグ}~は二相より成り，分散相は溶媒和を受け

tセJレ(Micelle)を形成す、分散媒は tセJレ内叉は EセJレ聞の空際を充す。分散相の濃度小なる揚合

には Eセルの生長は限外顕微鏡によりて追跡するを得るも大なる揚合には殆んど軍一相フ〉観を呈す。

Auer は Gelの tセJレは部分的に溶媒和脆却(parliellentsolvatisiert)ぞ受けをるものとなし、従ひて

プJレーグJレ韓移を凝集の一階梯と考ふ。只凝集完全ならざるが故に雨相は分離せぎるなり。卸グJレ生

成は費態的凝集なるのみならす・凝集に達する一過程じあるものと見倣すなり。きればグーJレを永〈放

置する時は分散媒に相雷するi由の部分ぞ分離し集位性の凝集相を残留す、此凝集相を溶媒によりて分

別溶解を行へば分散媒ぞ含まぎる不溶性残澄を得、之を Xerogelと云ふ。

Xerogel は叉自然に生成することあり、郎桐油田膜径空気をi底断 して貯蔵する時は分離物(分散媒

なり〉ぞ認、む(Wolff)，斯くの如くグJレが Xerogelと分散媒とに分離するを Synareseと解す。(前段嬰

粟i由固膜の再軟化を Synareseと稽するは Auerによれば設なりと〉。

油グJレの Synareseは稀に起る所なるがグ}l-ーソソレ轄移卸解凝は屡 R認めらる、郎ワ Jレトン・リノキ

シンの流w、器粟油田膜の再軟化等之なり。新かる揚合には分散相の分散度は槍大し且.つ溶盛和す。

又蟻酸による凝集相も遁首の溶媒により解凝することそ得るものなり、このものは軟固惜様の外観を

呈し分散相以外に多少の分散媒及び蟻識を含有す。之ぞ描紙上に注~ :nま牛酷様物質そ残留す、之より

分別溶解じより分散媒を除去し、夏に蟻酸及び分別溶解i二使用したる溶媒を除りば液腫ぞ残留す。卸

ち分散相は液態なり。更に換言すれば二種の液相が化撃的慶化なくして流出し得ぎる朕態のグルそ

生成すといふを得。

油1旨グルの種類は甚f::多し。 (1)阿腰ー水型のグル ・…冷時流性なき程度迄加熱又は吹込ぞ行へる

もの、(熱時流動性を同復す、此種のグ}l-に於ては分散相の量は大なり )0(2)桐i由躍型のグJレ・・…桐

i由を加熱又は紫外線曝光によりて腰化せるもの(高温に於て熔融し冷却するも直ちに固化せ今、再三

の加熱により腰化す)， (3)リノ キシン型のグル・・..加熱により熔融せす 2600Cに炭化す。

此等のグJレの相異動は分散相の量及び tセルの剛度にあり、市してグルを空気を遮断して放置すれ

ば Synareseを起すと雄も、空気中に放置すれば其剛度ぞ増大し同時に各種の溶媒に封する溶解度を

減歩。之れは分子の来合朕態の援轄に起因するものにして印ち tセルの護育に依るものなり、市し此

莱合献態の盤轄は空気乃至其他の気韓の気流及び光、熱等により促進せらる 而も此作用が物理的な

るか叉は化墜的酸化に基くものなるかにつきては疑問なるも、前者を確認すべき理由あり。 (Auerの

偲説未完〉。

新刊紹介

i祉図法人工業化事曾強行}
工業化製語量 (四六列 420 頁)

本書(1工業化撃の撃習及研究上多〈の支障と困懸か来すことの一因1:1;， r用語の不統一及意味不鮮明」た除去

し、葉暗号侵に闘係た有すあ人々 (:偲L、且つ斯事及び化墜工業の進歩の一助1:らしむる目的ル以て出版ぜられれる

ものすより、英街和及ぴ濁英和の2部よリ.，，， IJ各電包含する籍軍主 6000有量生の多きI:}えぴ更に附緑色して化撃研究

に必要なる籍怪書官、度量衡換算表毒事た牧む。本舎の編纂(1斯豊島の聞係深~人骨より成れる工業化墜語葉編纂委員

舎によりて行(1れれるものなれば露藷のE確なる (1云ふた挨1:1'。

汎 C斯豊島に棚係ある人々に援奨すzに跨路ぜ?ぐ定償金2回50銭。丸善株式舎祉密資〉



日2 務

〔緩

早稲田藤用化皐禽記事

01昭和3年5月8日 午後 2時よリ撃生ホールに於て第

1容年生歓迎合た開催す。先づ主能者側第 3墜年生

宇野氏より関舎の挨拶わリ 、次いで小休先生より]

・去の訓話字、終って後 1年生代表綾井氏樹齢か述ぺ、

在ちに各自己紹介に入る。一同打ち寛いて座談、午

後 4時Z布歳ら三唱して閉合J

05月 31日 早穏回 ~臣、用化事合報第 7 lJJt1è庶務 よリ

会合員に配本す。

06月 3日 早稲田階、用化懇~慾親族行合た箱根芦

/湯滋泉、紀伊国屋に開催す、十日f昔前日よリの雨天

l二て多重主曾員の出席た見ざ 1) ll1.遺憾なリしも夕

方迄A 同歎た重量して散含す、出席者、小菜、山内、山

口、山本、奥川、村上害者氏自色に第 3*年生8名-t.f.リき

06月 21日 早稲田辺工墜曾主催準術講演舎か午後

711lよも]大限紀念、小講堂に開〈 。講師、理墜博士長

岡牟太郎氏、演題「電気爆後Jo'J、林革IJ舎長の関舎の

僻に次いで長岡博士11.ま]燈た映潟しつつ興味深〈

約二時間に亘リ講演ぜらる e聴衆約800名堂に溢れ

大盛舎にて 9時閉曾。

06月 29日 午後零時牟より銭r師室1:於て今秋準行

の理工事合大舎の件に付き協議す。

出席者数室側、小林、松井、宮弁J、束、山内、弁上

山口、山本、諮・先生、撃生側、宇野、尾藤、鈴木、鼠国

石田、清水、熊谷、綾井諸氏。

5月29日 本曾長大川潔氏〈第3同卒業〉逝去ぜらる。

6月27日 大川潔氏遺族に弔辞及ぴ香築か贈リ深《

哀悼の意、か表dリ。

08月31日 松井元太郎博士11.東京高等工業懇校設授

1:任命蛍墜部数授た僻u講師とならる。同氏 11.大

正 10年よリ本撃部数授として物理化率笈験及び酸

アルカリ の講義た捻蛍d られ.其間深奥の研究1:

従事ぜられ登表ぜられれる報交11.50有縁報にして

笛科の?こめに大lこ努め られれり 。

9月 15日 午後 1時よリ第 107後室に於て理工撃

部大曾開催の件1:付き協議す。

決定事項下の如し。

1.本舎11.理工撃部filI立二十遡年記念た'iI:ね来る10

月 14，15，16，17の四日開幕正行すること 。

2. 14日午前、紀念式典、功努者逗幕舎。

S最

言葉〕

午後、園遊舎。

15，16，17の三日間11.各事部一舷開放沿なし 15

日11.数隊員及ぴ泉主の野球試合。

17日 遜俗言語演及び映皇室

0理工畢部創立 20 濁~犯念大曾記事〈詳報l工次戒に

譲る〉。

前項に詑dるが如き11鼠序にて 10月 14日ιリ17日

の 4日間に亘リ記念大合た箆dリ。賞数室に於て11.

本合々艮lj{[び|こ'ji¥'致室に関係、深告人骨 より 標本及び

参考品の寄贈及び出品た乞{}蛍談室内に陳列し庇〈

一般に民税ぜし め f~ り。

向l主寄贈及び出品に霊童カぜられれる言者氏に厚〈謝

意た表明す。

曾員言ト報

合員〈第三岡卒業生〉大JI!潔氏 日召制3年5月29日

逝去ぜらる本合l工業霊前1:弔針及ぴ香築た供へ

て深く哀悼の意1e表't!リ。

昭和三年度見事旋行記

本年度の見号事緩行11.例年の如〈夏季休暇た利用し

て武宮先生百l率の下に関西方面の見事た行つれ。

7月8日午後 11時東京た設しれ矢島、牧、御厨、鈴

木の一行11.翌朝名古屋で先援の武富先生及ぴ高橋君

主合して直ち 1:日本陶器の工場に向つf:。約 21時間に

て此露た見て午後直ちに京都に至る。京都滞自己中 11.高

橋君の家に御厄介在駁つ1:。

建10目先づ陶磁器試験PTr1e見事する。蛍所l工原料試

験製品試験。外種荷なる美術装飾品の製作た行って

居る。標本室に11.各国の陶磁器の持た集め倫秩告と宮家

への御用品等もあつれ。午後京大の工業化率科た参事E

す。駁多の研究室1:様々の研究が行(1.れて居f:が旅

lこ喜多博士の研究室の織従素の研究(1.最 L盛んに見

受げられれ。各搾賞者の方逮からの精しい説明に敬服

し乍ら叉研究aひた唆られる事が大であっf:。

翌日日朝京都た出援し大阪に向ふ。天満の京阪終

甑に先輩中田祐夫氏の出迎か受げ手荷物の御世話た

願ひ自分逮11.直ちに市立工業研究所犬伝訪ふ。此所(1.主

lこ各方面の依額研究た行って居ると云ふ事1:つれ 3貧

際問題に接鰯しれ研究1:(j1こ興味も鴻いf:。時閣の音B



早稲 l目隠.用化事合幸雄 3:¥ 

合でーム.1Cの見墜た略し室食後直ちに大阪工業試験所

lこ至る。1住所にI:r.先輩の上野氏と榊谷氏が居られれ。

上野氏の御案内で限な〈見与し只只設備の行届いれ

のに感心、 U:。此所た出て精l仮印刷曾枇ら見事uこ。

先輩中田、森川雨氏の御案内で兄墜し1:0 f旬二の工場

の見事I:r.社長 :'m氏及先輩中田祐夫氏に 多大の御手

鍛らl-llげ且種々鄭 Eな歓待に :ifつf:事1:e二〉に厚く

f~Vji~~fl 上げる 。 二、 ゐ千きって族袋1:e 日本橋なる三岡

原族館に解〈。

短日間でl:tあつれがそれにげ緊張 Li::焦持で見撃

た終了 lt:事た婚しく思って居ろ。少人鍛でl:tあつれ

が盛んに奥太夫E飛ばして叉そんな意味でも 十分に愉

快であり忘れられね足、ひ出となっ 1:事与認して筆た

止める。(一同〉

昭和三年度卒業論文題目

忽 12日I:r.神戸に至リ大関マッチ及盗事事製糖た見

皐し1:。大河マッチI:r.丁度休日であつれが笠原六郎氏

の御案内で精 Lく;説明してJ1{(。同夜I:r.胸間在伎の先

輩言者氏によって自分遠の歓迎合が宗右衛門町の播学

で開かれ1:。先輩と卓か園んで経験談た臆き叉吾有の

将来の指針た奥へられれ事I:r.有意義であつれと思ふ。

こ h で紙上に厚〈害者氏に御i~鐙た ~þ上げます。筒先輩の

出席されれ方I:r.20名程であつれ。

主主 13日I:r.撤津酒造合社か見撃L1:。常務取締の岩

井喜一郎氏の御案内で十分に見ぜてI買いれ。倫この日

から宮本君が参加しれ。

愈最後の 14 日 I:r.先づ~~年製油 1: 至る 。 主に大Ii. i自

の持取か行づて居1:。問所で笠餐の御馳走ら受げ午後

ユ二オンピーノレ西宮工場に向ふ。新 しい工場で奇麗に

つれ。例の如くビールの御馳走にすよリこれた解散舎と

して本年度の旅行た了つt:。

糖類の~僚に及 lます促進剤の彰饗

グィ スコーズ人造給総1:闘する研究

セメ γ トの粉末皮について

尿素・7 す ILマリン綜合生成物Lこ就て

アルミナの製遊に就て

桐f自の乾燥に就て

アスフアルトにu..tて

*性又斯より石油系炭化水素の合成

〈休撃〉

セメ y トの*化皮

カロチンに聖せする百毒性白土の墨色反階、

果糖の製進法に闘する研究

オサゾン反!ff!の研究

ノ、イドRサルファイトの電解的製造

酸性白土の物哩化撃的性質

Ct木喜善〉
竹材の研究

力日倉 金浦

高橋多之助

高荻 女子美

11内 うた雄

宇野 昌平

矢島学三郎

4士 貌彦

縮問盟太郎

赤照府ー

秋山桂一

阿部二郎

宮 本 五 郎

三浦甲長耳F>

御厨 図男

尾藤 竪

平田 葉f
鈴 木 氏 一

寄贈書 目 〈自昭和 3年 6月至 9月末日〉

東京工業試験所報告

大阪工業試験所報告

阪仲塗料製造技術員懇談合報告

東京帝国大事工堅苦1i紀要

九州帝園大事工接棄報

石油時報

工業iと墜雑誌

理化事研究所棄事昼

間

同

海軍燃科廠研究報告

海lP:燃将廠貰験報告

日本農事事化事舎蒜

工業安銭

日本化事工業新聞

日立評論

自第 2~;危至第 5 協

自第9同第 3銑至第 5娩

第 4同

第 17冊第 10Y虎

第 3谷第 2及 3y底

昭和 3年自第 6月就至第 9月就

第 31 編自第 6~免至第 9 務

第 7腕第 8及 u~.虎

第'5，6，7腕全部

第 1-7戦全部

第 2 者5・第 4~成

第3各自第 1披至第 3y虎

第 4各自第 4競至第 71;虎

第 4各自第 5~J成至第 Û1成

第 12年自第 10~虎至第 18 lJ虎

第 11 巻自第 6 1虎至第 9~氏

東京工業試験所

大阪工業試験所

向上

東京帝園大事工事部

九州常国大撃工事部

石t由時報社

工業化事曾

理化製研究所

同上

阪田良臣氏

海軍燃料廠

同上

日本農装化事曾

工業主E銭強行所

日本化事工業新珂夜行所

日苛評論社
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纏詰時報

染料塗料工業華経品新事長

小川香料時報

燃料研究所研究報告

陶磁器試験所報告

日本染料工業舎誌

新設有機化撃

中央試験所報告

顔料塗料印刷インキ

内閣印刷局研究所調査報告

化事工業時報

繊維素工業

東京高等工業率校一覧

大阪市立工業研究所業務年報

電気試験所研究報告

化穆工業資料

Seifensieder-Ztg_ 

J ournal of the Society 

。fthe Chem. Ind.くRu日ia)

Journal of the Franklin Inst出 te

The Lal>oratory 

Annali di Chimica Applicata 

華量

第 7・各自第 5f虎至第 9銃

自第 202~:成至第 205 盟主

第 2谷自第 15成至第 5~;虎

第 5~:虎

銭

日本纏詰官民舎

染料主食料工業薬品菊.報量土

小川商宿

商工省燃料研究所

第 6J:危.&附園 10楽 説 明 間 1 商工省陶磁器試験r.Jr

染料と事需品第 4減 日本染料工業合

第 1編 丸善株式曾l祉

第 12腕 南派秒H鍛造株式舎j仕中央試験所

~2谷第 5-8~虎 顔料塗料印刷インキ協令

第四， 19~虎 内閣印刷尻研究所

第 1巻自第 1-4務 化撃工業時報社

第 4谷第 8!虎 繊維素協合

自昭和 3年至昭和4年 東京高等工業率校

自昭和 2年 4月至昭和 3年 3月 大阪市立工業研究所

第 232務及第 234務 逓信省電気試験所

第 1港第 2，3!虎 東京工業試験所紫光合

Jahrg_ 55， Nr. 19 -36 Seifensieder-Ztg. ~道行所

Tom. V， No. 1-14 JOllrnal of the Society of 

the Chem. Ind. (R四 ia)滋行所

JlIne -Angllst Fr:mklin Institute 

Vol. 1， No. 1-3 Techn. Service Dpt. of Fisher 

Scientific Company. 

Vol. 18， 4-7 Annali di Chimica Applicata 強行所

新刊紹介

i大日本人造肥料株式合祉研究課編1
標準工業分析法 (昭和3年 10月猿行四六列 213頁)

本書11.大日本人造肥料紘式合社lこ就て同祉の永寺 経験によリ最も僚罪1]にして然L正確度た失11.'1'と認められ

れろ方法た成る可(-程宛撲みて開戦L、岡祉の分析捻蛍者にー有分析方法た口授するの煩た漣〈ろ目的た以て

111版ぜられれるものなリ。従って実記載範囲 11.悶祉事業に関係た有する原料半製品及ぴ製品に限らあると楕す

るも 16編 23主主に分ちて、水、石炭、工業薬品、肥料、将の鐙項目に亙れろf也、附録と Lて分析上依〈べから

ざる諸表、試襲、規定i夜等の製法其他注意事項た掲げ明確、親切に詑紋ぜらる。 汎〈同種の事業lこ関係わる害者

土に推奨々l台まざるものすより。

1富岡宮{1金武田lこて領布の求め1:隠する由なり〈申込先王子町大日本人造肥料株式舎前土研究課〉。
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曾員報文 要旨

講義

人造絹統一…一…・・……-・………………………………………工撃士 小 栗 捨蔵
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物理化事賞験報告

雑録

投稿規定

1. 原稿用紙11本舎所定の用紙 (1頁 12行 25字詰〉 た用ふる事、御請求次第送附す。

2.原稿It平仮名交リ 積書とし、欧諸音謬にIt片仮名た用ふる事。

3. 圃It白紙に墨書する事。

4. 句読黙It必ず用ふる卒、'又小般車lilt・私用ふ。〈例 0.2)

5. メート ノレ法草位た表Itす略字It次の例lこ従ふ事。

kg (キログラム) gくグラム) mg (ミリグラム) km (キロメートル〉

m (メートル) 111111 (ミリメートル) qc (平方センチメートル〉

cbm (立方米) 1 (リットル) cc (立方センチメートル〉

6. 貫主量た詑すにはアラピヤ鍛字た用0¥次のfflJに準?。

5.'!尺 〈五尺三寸) 125回 〈百二十五回) 2-3時間〈二時間乃至三時間〉

%(パーセント 〉

7. 原稿の収拾It編腕委員にー径の事、且つ返稿It致さざる事。

8. 原稿It東京市牛込匹早稲田大号経理工S}}部経用化懇談室内木曾編腕宛の事。

=*.....，.r.n;m1-1l>..b-l1: 1庚告料 料金It表紙拾五回、 1頁拾図、牟頁六因。

芸定債四拾銭 |規 定 但し圃耐入の場合刊に代金た申受〈。

昭和 3年 11月 7 日印刷

昭和 3年 11月 9 日接行

編騎完走 早稲田大皐理工象部 武 富 昇
設行人隠用化事科内 山 口 柴

印刷者 本郷区湯島切週坂町 51喬地 加 藤 晴 吉

印刷所 本領I!;!l;.湯島切通坂町 14.15香地 正 文 合 第 二 工 場

費 行 所 主主誌議院塁塁室青 早稲田臆用化皐曾

電話牛込 513 く磨、用化事後室呼出しのこと 〉 援醤口座東京 62921番
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性

朕

粘

澗
性
ノ
液
健
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ジ
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低
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皮
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於
ア
固
髄
ト
ナ
ラ
ズ
脂
肪
油
、
鉱
油
類
ト
容
易

-一
泊施

和
ジ
叉
中
性
-
一
ジ
ア
酸
敗
ノ
傾
向
ナ
ジ

口
、
効
用
及
ビ
膜
用

謄
馬
印
版
紙
製
造
用
原
料

精
密
機
械
用
減
摩
油
原
料
殊
ニ
一
精
製
ス
ピ
ン
ド
ル
油

叉
ρ

同
様
ノ
鍍
油
ト

ナ
フ
テ
ン
酸
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
ト

藤

井

化

率

工
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所

工

東

京

府

南
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島
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二
丁
目
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四
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)

電

話

本

所

(
ね
)

一

=

二

王

番

振

替

口

座

東

京

三

一

九

O
一
番

号

東
京
府
南
葛
飾
郡
制
限
江
町
大
字

士
西
一
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江
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O
四
番
地

ノ
混
合
物
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耐
寒
性
時
計
油
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他
ノ
耐
寒
性
精
密
機

械
油
ト
ジ
ア
理
想
的
ノ
毛
ノ
ナ
リ
ノ

一一、.
ナ
フ
テ
ン
醗
ハ
ナ
フ
テ
シ
酸
盟
類
ト
シ

テ
工
業
上
J
感
用
ハ
他
方
面
ニ
多
シ

銅
臨
ト
ジ
ア
川
魚
網
染
料
、
木
材
防
腐
剤
、
船
底
塗
料
、

石
放
臨
ト
ジ
-
プ
ρ

附
化
綿
、
酷
酸
繊
維
素
ノ
安
定
剤
、
マ

ン
ガ
ン
曙
及
ピ
鈴
臨
ト
ジ
ア

川
ボ
イ
ル
油
ノ

乾
燥
剤
、
ア

ン
毛
二
ウ
ム
堕
ト

ジ
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ニ
傑
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乾
燥
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責

特
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粉
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製
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躍
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解
す

H
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れ
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な
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本
邦
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の
植
物
殺
菌
剤
な
り

専

責

特

許

コ
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一
剤
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両
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崎
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害
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駆
除
剤
に
し
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蚊
カ
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コ
ザ
イ
ド
消
毒
殺
菌
剤

石

鹸
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農
饗
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コ
ロ
イ
ド
コ
ナ
石
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コ
ロ
イ
ド
髪
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粉
原
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農
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薬
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劃
附
劃
創
出
司
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京
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島
化
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電

話
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振
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東
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五
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給
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暖
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長

強

硫

酸

勝
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日
一
パ
円
以
ト
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式
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一
巳
ρ
1
.
y

一明

揃
弱
電
池
服
硫
酸
一
申

劉

…禁
煙
硫
酸
一
ヤ

浩
一
二
二
一
ρ
1
1
γ

ト
一
じ

販

一

一
心
叫
ん
け
い
れ
ト
)

貰
液
化
亜
硫
酸
瓦
斯

品
質
純
良
無
比

マ等枇
ズ有素

烹盤
純三宅
物.

檎
テ踊

絶十三
種セ
ー v

Zノ
合

成
分
一
定
確
寅

接
鮪
式
大
量
製
産
ナ
ル
ガ
故

ニ
呼
稀
純
分
確
寅
ナ

n，

主
要
用
途

一
、
火
薬
製
造

一
、
石
油
精
製

一
、
染
料
製
造

一
、
セ
ル
ロ
イ
ド

製
造

一
、
清
涼
飲
料
製
造

二
銅
電
気
精
煉

東
京
硫
酸
株
式
曾
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絹
精
練
漂
白
に
閲
す
る
専
門
書
は
内
外
共
に
絶
無
で
あ
り
、
錫
増
量
及
仕
上
の
み
を
記
越
せ
る
も
の

t
雄
も
今
日

僅
に
濁
逸
じ
於
て
一
二
冊
散
見
す
る
程
度
で
あ
る
。
然
し
之

t
て
も
錫
増
量
は
我
園
の
現
況
か
ら
見
て
稲
調
子
高

き
記
載
で
あ
り
、
仕
上
は
簡
に
遁
ぐ
る
の
獲
が
ゐ
る
。
従
て
、
我
国
富
を
双
肩
に
措
ふ
ぺ
き
絹
織
物
工
業
中
の
此

等
重
要
作
業
仁
劃
し
、

ra
口
々
が
依
る
ぺ
き
遁
蛍
な
研
究
資
料
は
皆
無
の
挟
態
で
あ
る
。

此
に
於
て
、
著
者
は
絹
業
生
活
十
五
年
に
渉
ゐ
苦
心
の
経
験
に
加
ふ
る
じ
内
外
諸
大
家
の
意
見
業
績
を
以
っ
て

し
、
最
も
斯
界
に
要
求
せ
ら
る
冶
重
要
項
目
の
金
で
の
研
鏡
を
る
に
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
本
著
の
出
版
は
我

園
絹
業
界
に
一
新
紀
元
を
劃
し
た
事
は
勿
論
、
新
業
者
の
師
範
で
あ
り
、
又
一
方
皐
校
出
の
経
験
浅
き
者
、
斯
業

に
志
す
者
の
好
指
針
で
あ
る
。

最来庁
商
工
省
絹
業

試
験
所
技
師

菊

判

七

百

頁

挿
議
案
其
多
数
人

文

定
債
六
圃
五
拾
銭

郵

税

拾

六

銭

-・・・圃晶
-... 
包園田-・-

平

著

刊aA
知
工
業
試
験
所
技
師

小
栗
退
治
寄

吉
田
茂
夫
ョ

近
日
後
行

菊
列
四
百
頁

指
貧
多
数
入

有
用
織
物
の
製
造
法
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新刊議貰大評 好
呈贈本見容内

末越
'

一

菊

剣

本

経

堅

牢

宝
一

紙

数

二

百

六

十

六

頁

-

一

正

慣

金

五

圃

燭
一
途
料
(
側
団
鈴
尚
一
問
餓

合
成
ぜ
ら
れ
れ
る
新
築
、
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
‘
グ
リ
コ
ジ
1
ド
‘
帥
ぺ
脂
肪
、
其
他
稀
有
な
る
有
機
化
A
n
位
、
阪
知
の
四
国
禁
同
問
等
た
検
す
る
に
笛
リ
.
業

如
何
な
る
も
の
な
り
や
か
識
別
L
て
其
本
質
ら
説
明
也
む
と
す
る
時
‘
或
は
其
物
の
純
否
た
剣
定
包
む
と
す
る
時
、
先
づ
並
(
淑
山
両刷
黙
ら
測
定
す
ろ
か
通
常
と

L
・
此
に
由
リ
純
粋
の
も
の
に
花
り
て
は
庇
ち
に
其
本
質
た
定
め
得
‘
未
知
の
も
の
に
在
リ
て
口
夫
よ
り
研
究
の
地
歩
た
進
め
得
‘
純
否
沿
定
む
ろ
に
蛍

リ
て
は
並
(精
粗
の
程
度
た
明
か
に
し
得
べ
し
.
放
に
溶
臨
駄
の
測
定
は
極
め
て
重
要
Mm
別
と
ぜ
ら
る
る
も
現
に
此
の
目
遁
に
遁
ふ
が
如
き
成
香
殆
と
無

L
‘

偶
々
之
た
見
ろ

L
有
機
化
合
飽
の
取
ら
集
む
ろ
事
少
く
し
て
未
N
eh
.主
悦
と
謂
ふ
可
か
ら

?
、
本
番
は
著
者
等
が
多
年
経
験
ぜ
る
所
に
従
H
V

、
従
来
の
も
の

に
比
し
鉱
倍
ぜ
る
必
要
緊
切
な
ろ
有
機
化
A
F
抽
出
五
千
五
百
十
引
絵
種
た
パ
イ
ル

旦
タ
イ
シ
有
機
化
m
竺
シ
ュ

ミ
ッ
ト
楽
化
撃
其
他
有
名
な
る
成
書
よ
リ
政
鍛

し
，
之
ゐ
夫
等
の
山
川
副
附
叫
耐
の
順
序
に
排
列

L
、
其
分
子
式
或
口
癖
造
式
4

暗
記
し
・
品位末
に
品
名
の
索
引
か
付
ぜ
る
が
放
に
楽
園
宅
薬
物
墜
.
生
化
接
、
崎
氏

化
撃
、

服
用
、
純
五
等
の
時間
化
製
質
験
室
‘
並
に
務
局
、
試
験
室
等
に
於
て
，総
て
有
機
化
合
鐙
た
取
扱
ふ
人
の
痛
め

に
歪
係
必
備
の
瓦
警
な
リ
と
マ
.
郎

巳
弘
く
一
本
た
具
へ
之
ら
質
際
に
徴
ぜ
む
事
た
推
奨
す
。

薬
撃
博
士

喫
向
学
博
士

朝

比

奈

泰

彦

閲

中

尾

高

三

校

塚中

本橋

共
編

士
口夫

薬向山
手
士

タップドイガのー唯際の駿賓畢化

一
位
戦
…
箱
薬
撃
博
士

薬

事

士

均
一
共
著

企目

第一

藤方

近絡

版
菊

判

本

綴

紙

数

五

百

八

十

頁

挿
入
国
三
百
五
十
態
園

正

慣

金

六

園

送

料

拾

八

銭

明
著
者
の

一
人
緒
方
噂

E
ま
哀
京
帝
大
助
敬
授
で
帝
大
卒
業
以
来
襲
墜
敬
室
の
研
究
室
に
あ
り
て
研
究
ぞ
続
け
叉
接
生
の
指
導
φ

そ
し
て
来
に

真
面
目
な
由
学
者
で
あ
る
近
劇
龍
製
士
亦
篤
墜
の
士
に
し
て
助
手
と
し
て
緒
方
博
士
を
助
け
て
態
一生
の
賓
験
指
導
を
な
す
事
数
年
で
あ
る
斯
ち

製
者
が
著
さ
れ
た
も
の
故
怒
る
か
ら
ふ
筈
は
な
い
が
読
む
で
み
る
と
貰
に
到
れ
り
輩
せ
り
で
事
細
大
と
な
く
丁
寧
親
切
に
説
明
し
て
あ
っ

て

感
嘆
の
外
は
な
い
、
全
文
之
れ
珠
玉
で
あ
る
此
種
の
隊
舎
に
図
。

=
σ
g
g目
下
回
吉
山
宮
内
百
円
-

H

曲
目
立
の

oE
等
が
あ
り
墜
界
に
定
評
あ
り

且
つ
浩
翰
の
も
の
で
あ
る
が
手
砂
取
っ
て
教
へ
て
呉
れ
る
と
云
ふ
碍
親
切
で
な
い
憾
が
あ
る
著
者
等
此
貼
ぞ
傑
く
遺
憾
と
し
殆
ど
完
壁
に
近

い
も
の
と
し
て
あ
る
例
ば
賓
験
用
器
具
を
例
察
し
一
に
其
特
長
並
に
映
鮎
ぞ
批
判
し
且
つ
購
入
に
常
つ
て
の
注
意
じ
到
る
迄
著
者
の
深
き
控

除
を
記
し
て
ゐ
る
。
コ
ル
ク
の
穴
の
あ
け
方
に
約
五
頁
ぞ
費
し
て
あ
る
の
そ
見
て
も
著
者
の
行
届
い
た
親
切
が
窺
は
れ
る
斯
の
如
き
良
書
ぞ

得
大
事
は
墜
界
の
矯
め
に
鹿
賀
に
控
え
な
い
。
(
日
本
薬
報
評
)

倒一全
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板野氏携帯用キ νじ yl:f ~式

水素イオン濃 度測定装置
本~に l工事ヰ撃的説明及PHの表か記載ぜる「使用訟」か附す

定慣 金豊百八拾園也'

i感 拳

符撃的ぐ生物撃

h撃(載量:主翼控室主君)
下水、浄水

石鹸製造

製皮

『製紙
業J
生1!l製総

/ワウシシ注射1
製薬〔波、木草奨 ) 
目車違

詰

牛乳、チーズ、パター

植物培養

植物エッキス業<._.w-， 
果物溶液反感

土壊溶液反隠.

a壌反隠

"凶用的

使
用
飽
園
の
大
略

本装置の特長ぞ象ぐれば下の如し。

1. 取扱容易なること

科率的訓練なきものと雄1時聞を要せす-して之が使用方法を舎得し得べしa

測定結果の正確なること

感度高きガルヴ7Jメーター(感度 10=5xl0-77ムペア〉そ使用したるが故に其結果

は綴る正確にして米国リーズ Jースラ‘yプ杜製K型ポテシシオメーターと比較し何

等遜色なし。

測定の迅速なること

他の方法に比し極めて迅速にして測定じ要する時聞は僅に数分じて足るペし。

使用範囲の成きこと

有色、 j医濁なる液瞳iこでも PHが 1-9の範圏内なるときは測定することを得ぺし。

部分品を草濁に使用し得ること

他の目的の矯めに三リヴ*11-トメーター其他部分品を濁立に使用し得るの使あり。

携帯に便なること

携帯用となしある を以て野外其他遁宜の揚鹿に於て測定ぞなすことを得ペし。

慎格低廉なること

全部純国産品なるが故に其のi買格は頗る廉iこして破損の際部分品の取替修繕容易なり

経常費少なきこと

他の装置の如く標準電池及蓄電池等を用ひ歩引佐 1個の乾電池を使用するものなれば経

費極めて僅少なり。

板野i寧士日 (r近代の化撃た童生へ叉11.利用して居ながら水素i*;..i昼夜測定法の設備無〈
従て適用して居ない慮11.時勢遅れである Eつ正縫なる貧験成績た得るこ.1:11.殆乞出
来すよいと考へろ」
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@OJl ~UIÆ⑤悶
スーピロ ν(耐酸金属).>、;醤枇多年ノ経験ニヨり製造セルもノニ γ

テ康ク酸アルカり工業エ使用サ v非常=好成績テり.下記各種化

塁手工業ニ釘 V ア必要紋ク可カラザノレ毛ノニ γ テ荷毛耐酸チ目的ト

スル所ニハ本品エ匹敵スル宅ノナ γ. 倫硬度高キテ以テ磨損ユ封

スル抵抗大テり.

製品種目 ……一….....主要用途

プランジャー・ポ V プー・・・ ・・ …......硫酸製造用

セジトりヲユーカやJレ・ポジプ・・ ・ 檎酸製造用

パルプ・ ・・…・… .................…其他会種酸製造斤j

コック・ 0.0'・a・.....….....…."・ ・….........肥料製造用

途風 機:・ … ・・・・ -一…一一・…・・・火薬製造用

各種パイプ-….........……・・・・~・・・・ ・・ ・・鍍 金 業 用

蒸後皿・釜類.....….....…… ・・… …・…・染料製造用

オートク V ープ ….......・ H ・....・ H ・-……・・・・セルロイ γ製造用

冷却務……...・ H ・...・ H ・….. …....……鍍

其他種々

山 用

o 
東京市麹町医永楽町二丁目七番地

大日本人造肥料株式曾枇管業部耐酸銭係
製造工場 東京府下王子町

大日本人造肥料株式曾赴王子工場
。


